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　編集室から
　人の動き

t o p i c s

ト ピ ッ ク ス

夫婦のコミュニケーションを深めよう
パパとママとのワークショップ in 伊万里

も
へ
の
接
し
方
や
、
妻
が
子
育
て

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
時
の
夫
の

声
か
け
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
加
者
は
『
夫
が
急
死

し
た
ら
妻
は
再
婚
す
べ
き
か
』、『
家

族
の
定
義
は
何
か
』
な
ど
の
問
い

に
対
し
、
夫
婦
で
話
し
合
っ
て
夫

婦
と
し
て
の
結
論
を
出
し
発
表
。

夫
婦
ご
と
に
違
う
さ
ま
ざ
ま
な
考

え
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
渡
邊
さ
ん
は
こ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
日
頃
か
ら

パ
ー
ト
ナ
ー
が
大
事
に
し
て
い
る

こ
と
は
何
か
を
知
り
、
互
い
の
気

持
ち
や
考
え
を
共
有
し
て
お
く
こ

と
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

↑夫婦や妻の気持ちについての 10 の質問に回答。それぞれが書
　いた答えを確認し合って互いの気持ちを知り、盛り上がる参加者

　
９
月
３
日
、市
民
図
書
館
で
『
パ

パ
と
マ
マ
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
伊
万
里
』
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
夫
婦
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
て
産
前
・
産
後
の

気
持
ち
の
す
れ
違
い
を
な
く
し
、

安
心
し
た
気
持
ち
で
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的

に
、
市
と
県
立
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
（
ア
バ
ン
セ
）
が
開
催
し

た
も
の
で
す
。

　
講
師
は
３
人
の
子
育
て
中
で
、

年
間
１
５
０
０
組
以
上
の
夫
婦
を

対
象
に
父
親
学
級
の
講
師
を
つ
と

め
る
、
株
式
会
社
ア
イ
ナ
ロ
ハ
の

渡
邊
大
地
さ
ん
。
自
身
の
経
験
や

参
加
者
の
意
見
な
ど
を
元
に
子
ど

−

今月の表紙
８月 26 日、市民セン
ターで市少年消防クラ
ブ定期演奏会がありま
した。そろいのポロシャ
ツを着た啓成中学校ブ
ラスバンド部の演奏を
メインに、市消防団ラッ
パ隊の吹奏やダニエ
ル・カールさんのトー
クショーなどで、防災
機運を盛り上げました。
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伊万里みなと祭り 2017
11月３日（金・祝）・４日（土）

● 問合先　伊万里港開港 50 周年記念事業推進室（ 　☎㉓２４６６）

ト ピ ッ ク ス

①メインステージ

▷ステージイベント  ▷物産展

③ゲームアプリなど　
の展示コーナー

▷株式会社サイゲームス特設
　ブース ( ゲームコンテンツ
　の展示など )

④波多津みなと祭り

▷海鮮バーベキュー

帆船『日本丸』セイルドリル
一般公開（常時受付）

七ツ島地区会場《メイン会場》

久原地区会場

①メインステージ ※ 時間は変動する場合があります

午前 10 時〜　オープニングセレモニー
午前 11 時ごろ〜　自衛隊音楽隊、和太鼓、エイサーなど
　　　　　　　　　ブラスバンド、ダンス、よさこいなど

３
　
日

午前 10 時〜　伊万里港開港 50 周年記念式典
午前 11 時〜　コーラス、手旗信号、よさこいなど
午後1時30分ごろ〜　池田輝郎歌謡ショー（約１時間）
午後2 時50分ごろ〜　トンテントン & 伊万里太鼓、
　　　　　　　　　　　中国大連歌舞団ステージなど

４
　
日

両日開催／伊万里のおいしいもの大集合物産展コーナー

⑥帆船『みらいへ』港内クルージング

３日４回、４日３回実施
（１回１時間程度）
定員各回 60 人

（当日、整理券を船の前で配布）

◆ ３日夜開催イベント ◆

日没後〜　プロジェクションマッピング
午後６時〜  花火打ち上げ（協賛：株式会社サイゲームス）

七ツ島地区（黒川町）・久原地区（山代町）

②企業ＰＲ・
　体験コーナー

▷やきものネイルの実演
▷伊万里港の歴史を振り返る
　写真展　　　　　　　など

⑤プロジェクション
　マッピング

⑥帆船「みらいへ」
　湾内クルージング

海上自衛隊掃海艇
一般公開（常時受付）

⑦ドローン
　体験コーナー

⑧企業ＰＲ
　コーナー

⑨露店
　コーナー

伊万里駅から約30分おきにシャトルバスを運行します
【路線①】伊万里駅⇒七ツ島会場⇒久原会場⇒伊万里駅【路線②】伊万里駅
⇒久原会場⇒七ツ島会場⇒伊万里駅【路線③】七ツ島会場⇔久原会場

駐
車
場
へ

※ 運動靴などの動きやすい
　 履き物で参加ください
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平
成
28
年
度

決
算
報
告

特 集

●

問
合
先
　
財
政
課
財
政
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
２
）

歳
入
総
額 

２
６
７
億
１
２
４
１
万
円

　
平
成
28
年
度
の
伊
万
里
市
の
決
算
概
要
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
皆

さ
ん
か
ら
の
税
金
な
ど
を
も
と
に
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
う
一
般

会
計
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
な
ど
を
も
と
に
特
定
の
事
業
を
行
う
特

別
会
計
、
ま
た
、
公
営
企
業
と
し
て
独
立
採
算
で
事
業
を
行
う
企
業

会
計
や
市
有
財
産
の
決
算
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
は
、
歳
入
の
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
入
の
総
額

は
、
２
６
７
億
１
２
４
１
万
円
で
、

平
成
27
年
度
に
比
べ
て
１
・
８
㌫

増
加
し
ま
し
た
。

　
歳
入
は
、
市
税
な
ど
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
『
自
主
財
源
』
と
、

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
補
助

金
、
交
付
金
な
ど
の
『
依
存
財
源
』

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
自
主
財
源
の
総
額
は
、１
１
７
億

４
５
１
６
万
円
で
全
体
の
44
・
０

㌫
を
占
め
、
平
成
27
年
度
に
比
べ

て
13
・
１
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
市
税
が
67
億
８
６
８
３
万

円
で
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
て

０
・
９
㌫
増
加
し
、
そ
の
他
の
う

ち
寄
附
金
は
14
億
２
０
９
４
万

円
で
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
37
・

６
㌫
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
依
存
財
源
の
総
額
は
、
１
４
９

億
６
７
２
５
万
円
で
、
全
体
の

56
・
０
㌫
を
占
め
て
お
り
、
平
成

27
年
度
に
比
べ
て
５
・
６
㌫
減
少

し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
地
方
交
付

税
な
ど
は
67
億
７
０
２
４
万
円

で
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
０
・
３

㌫
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　一般会計の決算額は、歳入総額（１年間に市に入
ってきたお金）が 267 億 1,241 万円、歳出総額（１
年間に市が使ったお金）が 264 億 2,024 万円で、
差額２億 9,217 万円（形式収支）は平成 29 年度
へ繰り越しました。ただし、この差額の中には、平
成 29 年度に支払う 2,759 万円（翌年度の繰り越
し財源）が含まれており、これを除く実質収支は
２億 6,458 万円の黒字でした。この実質収支から
平成 27 年度の実質収支４億 6,254 万円を差し引
いた平成 28 年度の単年度収支は１億 9,796 万円
の赤字となりました。なお、平成 28 年度は、平成
27 年度に比べて歳入が約４億 7,000 万円、歳出
が約６億 5,000 万円増加しています。
　最近の景気の動向は、緩やかな回復基調にあるも
のの地方においては直接的な効果を実感できない状
況にあり、依然として市の財政状況は厳しい状況が
続くと見込まれます。今後もより一層の行財政改革
に取り組んでいくことが必要です。

 一般会計の状況

 

歳
入
の
状
況

グ
ラ
フ
１

依存財源：149億6,725万
　　　　（56.0％）

自主財源：117億4,516万円
　　　（44.0％）

自主財源
依存財源

市税
67億8,683万円

（25.4％）

その他
49億5,833万円

（18.6％）
地方交付税など
67億7,024万円

（25.3％）

国庫支出金
40億458万円
（15.0％）

県支出金
24億3,958万円

（9.1％）

市債
17億5,285万円

（6.6％）

グラフ１ 一般会計歳入の状況

スポーツ

子育て支援
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特 集 　平成 28 年度決算報告

交
通
安
全
対
策
な
ど
に
要
す
る
経

費
と
し
て
『
総
務
費
』
に
約
51
億

円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
借
入
金
の
元
利
償

還
金
に
充
て
る
『
公
債
費
』
に
約

22
億
円
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育

な
ど
の
『
教
育
費
』
に
約
17
億
円
、

道
路
や
河
川
、
公
園
整
備
な
ど
の

『
土
木
費
』
に
約
16
億
円
、
生
活
環

境
整
備
な
ど
の
た
め
の
『
衛
生
費
』

に
約
15
億
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
は
、
歳
出
を
目
的

別
に
分
類
し
た
も
の
で
す
。

　
最
も
多
く
支
出
し
た
の
は
『
民

生
費
』
の
約
１
０
１
億
円
で
、
全

体
の
38
・
２
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
社
会
福
祉
や
児
童
福
祉
、

生
活
保
護
な
ど
、
安
定
し
た
市
民
生

活
を
保
障
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

　
次
い
で
、
庁
舎
の
維
持
管
理
や

　
　
　
　
　
　
は
、
歳
出
の
状
況

を
示
し
て
い
ま
す
。
歳
出
総
額
は

２
６
４
億
２
０
２
４
万
円
で
、
平

成
27
年
度
に
比
べ
て
２
・
５
㌫
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
性
質
別
に
、
人
件
費
な

ど
の
『
義
務
的
経
費
』、
普
通
建
設

事
業
な
ど
の
『
投
資
的
経
費
』、
物

件
費
な
ど
の
『
消
費
的
経
費
』、『
そ

の
他
の
経
費
』
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
義
務
的
経
費
は
、
１
２
４
億

４
７
７
５
万
円
で
、
全
体
の
47
・
１

㌫
を
占
め
、
平
成
27
年
度
に
比
べ

て
３
・
８
㌫
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
人
件
費
は
37
億
１
７
９
３
万

円
で
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
０
・

９
㌫
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
的
経
費
は
、
19
億
５
７
６
６

万
円
で
、
全
体
の
７
・
４
㌫
を
占
め
、

平
成
27
年
度
に
比
べ
て
20
・
８
㌫

減
少
し
て
い
ま
す
。
う
ち
普
通
建

設
事
業
費
は
、
18
億
６
９
５
７
万

円
で
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
22
・

２
㌫
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
消
費
的
経
費
は
、
62
億
４
０
９
万

円
で
、
全
体
の
23
・
５
㌫
を
占

め
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
３
・
５

㌫
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
う

ち
物
件
費
は
32
億
３
５
９
０
万
円

で
、
平
成
27
年
度
に
比
べ
て
５
・
４

㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
経
費
は
、
特
別
会

計
な
ど
へ
の
繰
出
金
な
ど
58
億

１
０
７
４
万
円
で
、
全
体
の
22
・

０
㌫
を
占
め
、
平
成
27
年
度
に
比

べ
て
９
・
３
㌫
増
加
し
て
い
ま
す
。

 
歳
出
の
状
況

歳
出
総
額 

２
６
４
億
２
０
２
４
万
円

民 生 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

消 防 費

農林水産業費

諸支出金

商 工 費

議 会 費

災害復旧費

労 働 費

※（　）内の数値は対前年度比

100 億 9,913 万円

51 億 3,942 万円

22 億 3,841 万円

17 億　 598 万円

16 億 1,862 万円

15 億 2,300 万円

14 億 1,138 万円

10 億 5,826 万円

6 億 5,101 万円

5 億 3,909 万円

2 億 6,575 万円

9,888 万円

7,131 万円

（億円）0	 10	 20	 30	 40	 50	 60	 70	 80	 90	100

 

目
的
別
歳
出

（＋ 6.3％）

（＋ 15.2％）

（＋ 1.1％）

（△ 17.0％）

（△ 34.6％）

（△ 3.5％）

（＋ 60.9％）

（＋ 22.5％）

（△ 4.9％）

（△ 11.9％）

（△ 10.0％）

（＋ 21.7％）

（△ 0.2％）

グ
ラ
フ
２

グ
ラ
フ
３

義務的経費：124億4,775万円
　　　　（47.1％）

消費的経費：62億409万円
　　　  （23.5％）

投資的経費：19億5,766万円
　　　  （7.4％）

その他の経費：58億1,074万円
　　　　  （22.0％）

その他

人件費
37億1,793万円

（14.1％）

扶助費
64億9,154万円

（24.5％）

公債費
22億3,828万円

（8.5％）

普通建設事業費
18億6,957万円

（7.1％）

災害復旧事業費
8,809万円
（0.3％）

物件費
32億3,590万円

（12.2％）

補助費など
28億5,479万円

（10.8％）

維持補修費
1億1,340万円

（0.5％）

その他の経費
58億1,074万円

（22.0％）

義務的
経費

投資的
経費

消費的
経費

グラフ２ 一般会計歳出の状況

グラフ３ 目的別歳出の状況

福　祉

防　災
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区　　分 平成28 年度末残高
一般会計 215億8,794万円

公共下水道事業（特別会計） 107億5,000万円

農業集落排水事業（特別会計） 9億8,151万円

水道事業（企業会計） 52億2,395万円

工業用水道事業（企業会計） 126億7,302万円

合　計 512億1,642万円 

　市債残高

区　　　分 平成28 年度末残高

１ 財政調整基金 12億7,588万円

２ 減債基金 5億2,517万円

３ 公共施設整備基金 3億1,747万円

４ 市有林野保全基金 1,629万円

５ 城Ⅱ灌漑揚水維持管理基金 8,989万円

６ 国民健康保険基金 2万円

７ 介護保険基金 1億8,446万円

８ アマチュア陶芸展振興基金 0万円

9 緑化推進・環境保全基金 26万円

10 教育振興奨励基金 2,974万円

11 文化振興基金 1,298万円

12 まちづくり基金 3億5,206万円

13 青少年育成基金 1,919万円

14 保健事業推進基金 4万円

15 ふるさと創生人材育成基金 9,578万円

16 福祉基金 4億7,169万円

17 国際交流基金 368万円

18 子育て応援基金 156万円

19 ふるさと応援基金 8億7,022万円

20 国民健康保険財政健全化基金 2億6,010万円

21 広域ごみ処理施設建設に係る
地域振興基金 2億6,354万円

合　計 47億9,002万円

　基金残高

市債残高全体に対する市民１人当たりの借入金（市債）残高は 91 万 7,989 円、
市民１人当たりの預金（基金）残高は 8 万 5,855 円となっています。市債の
発行は償還元金以内に抑え、新たな借金の抑制に努めながら、計画的な返済
と市債残高の縮減を行います。また、基金については、災害や不測の事態に
備えて、計画的に積み立てます。
※ 市の人口 55,792 人（平成29 年9月１日現在、住民基本台帳による）で算出

会 計 区 分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 76億8,483万円 83億7,851万円 △ 6億9,368万円

介護保険 60億2,389万円 57億9,625万円 2億2,764万円

立花台地開発事業 2億5,239万円 5,727万円 1億9,512万円

公共下水道事業 19億2,166万円 21億4,190万円 △ 2億2,024万円

農業集落排水事業 1億3,222万円 １億2,350万円 872万円

市営駐車場 3,421万円 831万円 2,590万円

後期高齢者医療 13億9,689万円 13億9,658万円 31万円

『特別会計』は、決められた特定の事業を行う
場合に、特定の収入をもってその事業に充て
るため一般会計とは区別して経理しています。
市には７つの特別会計があります。

会 計 区 分 収　　入 支　　出 差　　引

水道事業
収益的 13億7,121万円 13億4,835万円 2,286万円

資本的 6億6,311万円 13億1,093万円 △ 6億4,782万円

工業用
水道事業

収益的 10億1,835万円 11億   462万円 △      8,627万円

資本的 6億2,883万円 7億8,702万円 △ 1億5,819万円

『企業会計』は、公営企業法に定められた独立
採算を基本とした会計です。市には２つの企業
会計があります。

● 健全化判断比率（４種類の指標）　この指標は、値が小さいほど財政が健全であることを示します。平成 28 年度決算に基
づき算定した各指標は、いずれも早期健全化の基準値を下回りました。

※『ー』は、当該比率が生じていない（黒字である）ことを表しています。
※早期健全化基準を上回ると、歳出削減を行うための財政健全化計画の策定が義務付けられ、財政再生基準を上回ると、財政

再生計画の策定が義務付けられ、地方債の発行が制限される場合があります。
● 資金不足比率　各公営企業における『資金不足比率』については、いずれも資金不足はありませんでした。
※公営企業とは、水道事業、工業用水道事業の企業会計と、立花台地開発事業、公共下水道事業、農業集落排水事業の特別

会計をいいます。

指　標　名 比　率 早期健全化基準
（イエローカード）

財政再生基準
（レッドカード）

実質赤字比率
一般会計を対象とした実質赤字の標準財政規
模に対する比率

ー 12.88％ 20.00％

連結実質赤字比率
すべての会計を対象とした実質赤字（または
資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

ー 17.88％ 30.00％

実質公債費比率
一般会計が負担する元利償還金および準元利
償還金の標準財政規模に対する比率

16.2％ 25.0％ 35.0％

将来負担比率
一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

88.8％ 350.0％

平成 28 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率について

『基金』は、一般家庭の普通預
金に当たる財政調整基金や借金
の返済に充てる減債基金など、
21 の特定目的基金があります。

各会計ごとの市債残高です。

『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』第３条第１項および第 22 条第１項の規定により、平成 28 年度決算に
おける健全化判断比率および資金不足比率は、次のとおりです。

特別会計の状況

企業会計の状況

※青字の基金については、皆さんの善意を受けなが
ら基金の充実を図りました。
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特 集 　平成 28 年度決算報告

市の財政状況を、わが家の家計簿として考えてみましょう。平
成 28 年度一般会計決算の歳入から市税 67 億 8,683 万円と地
方交付税などの 67 億 7,024 万円を合わせた、135 億 5,707
万円を給料 400 万円の家計に置き換えた『いまり家の家計簿』

（左下表）を作成しました。

■収入の約５割は給料

いまり家の家計グラフ（内訳）

平成 28 年度の『いまり家』の収入を見ると、
支出を賄う収入を確保するために、銀行から
の借り入れ（④）や預貯金の取り崩し（⑤）
を行っていることがわかります。
今後の景気動向や国の財政状況などにより、

『いまり家』の給料（①）や実家からの援助（②）
も減少する可能性があります。

生活費（⑧）や医療費・学費（⑨）、ローンの
返済（⑫）、子どもへの仕送り（⑩）などの最
低限必要な経費が多く、自由に使えるお金が多
くないことから、預貯金（⑭）への積立は全体
の７㌫しかないなど、『いまり家』はぜいたく
をできる状況ではないといえます。
今後も医療費など（⑨）が増加していくことが
見込まれますので、現状を維持するためには、
できる限り支出を抑えなければなりません。ま
た、『いまり家』は家の老朽化が進んでおり、
今後、家の増改築（※）（⑬）が必要な部分が多
いことや、不慮の出費に備えるために、借金の
残高を減らしながら、毎年の預貯金をさらに増
やすよう努力していくことが必要です。

（※）『家の増改築』とは、防災行政無線施設
などの公共施設の整備を示しています。

　収入（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　788.2 万円
①給料（諸手当含む）　
　市　税
　地方譲与税
　利子割交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　地方交付税
　交通安全対策特別交付金

②実家からの援助
　国庫支出金
　県支出金

400.0 万円
200.3 万円

8.9 万円
0.1 万円
0.4 万円
0.1 万円

29.1 万円
1.5 万円
0.7 万円

158.5 万円
0.4 万円

190.2 万円
118.2 万円
72.0 万円

③雑収入
　諸収入
　寄

き ふ

附金

④銀行からの借り入れ
　市　債

⑤預貯金の取り崩し
　繰入金

⑥家賃収入
　分担金及

およ

び負担金
　財産収入
　使用料及び手数料

⑦前年の余り
　繰越金

62.8 万円
20.9 万円
41.9 万円

51.7 万円
51.7 万円

46.3 万円
46.3 万円

23.2 万円
13.3 万円
0.4 万円
9.5 万円

14.0 万円
14.0 万円

■節約と貯蓄

　支出（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　779.4 万円
205.2 万円
109.7 万円
95.5 万円

191.5 万円
191.5 万円

93.3 万円
93.3 万円

84.2 万円
84.2 万円

⑧生活費（食費、光熱水費など）
　人件費
　物件費

⑨医療費・学費など
　扶助費

⑩子どもへの仕送り
　繰出金

⑪税金・自治会の会費
　補助費など

⑫ローンの返済
　公債費

⑬家の増改築費
　普通建設事業費

⑭預貯金
　積立金

⑮その他
　維持補修費
　災害復旧費
　投資・出資・貸付金

66.0万円
66.0 万円

55.2万円
55.2 万円

55.2万円
55.2 万円

28.8万円
3.3 万円
2.6 万円

22.9 万円

　
少
子
高
齢
化
や
高
度
情
報

化
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
な
ど
を
背
景
に
、
行
政
に

対
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
が
複

雑
化
、
多
様
化
す
る
中
で
、

自
治
体
に
は
、
限
ら
れ
た
行

政
資
産
を
有
効
に
活
用
し
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
迅
速
か
つ

的
確
に
反
映
で
き
る
体
制
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
平
成
32
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
し
て
策
定
し
た
『
第

４
次
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
』

に
基
づ
き
、
歳
入
の
確
保
や
歳

出
の
抑
制
、
事
業
の
厳
選
に

取
り
組
み
な
が
ら
、
健
全
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
内
の
経
済
情

勢
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
が

改
善
し
、
穏
や
か
な
回
復
基

調
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

いまり家 の
　　　家計簿 は？

地
方
に
お
い
て
は
直
接
的
な

効
果
を
実
感
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

市
税
を
は
じ
め
と
し
た
、
市

の
財
政
を
支
え
る
一
般
財
源

の
大
幅
な
増
収
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
が
、
老
朽
化
し
た
公

共
施
設
の
維
持
補
修
や
保
育

園
、
小
中
学
校
の
改
築
な
ど
、

今
後
も
多
く
の
財
政
需
要
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
安
定

し
た
行
財
政
運
営
を
継
続
し
、

真
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、『
第
４

次
財
政
基
盤
安
定
化
計
画
』
に

基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
継
続
し
な
が
ら
、
新

た
な
創
意
工
夫
を
加
え
る
な

ど
、
さ
ら
な
る
強
い
信
念
を

持
っ
て
、
行
財
政
改
革
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

左上の表（支出）を円グラフで表すと、
このようになります。

⑧生活費（食費・
光熱水費など）

205.2万円
（26.3％）

⑨医療費・学費など
191.5万円
（24.6％）

⑫ローンの返済
66.0万円
（8.4％）

⑩子どもへの仕送り
93.3万円

（12.0％）

⑪税金・
自治会の会費

84.2万円
（10.8％）

⑬家の
増改築費
55.2万円
（7.1％）

⑮その他
28.8万円
（3.7％）⑭預貯金

55.2万円
（7.1％）
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み ん な の 広 場

PORTO 3316 IMARI で伊万里未来プランナー養成講座が

ありました。これは、高校生を対象にグループワークや市

内でまちづくり活動を行う人から話を聞くことなどを通じ

て、ふるさと伊万里の価値を再認識してもらおうと、市教

育委員会が開催したもの。全３回のうち１回目のこの日は、

自分の価値観を知り他人と共有する方法などを学びました。

伊万里未来プランナー養成講座

自分の価値観（大切にしている思い）は

8.27

e v e r y o n e ' s  p l a z a

市民会館で市老人福祉大会がありました。これは、高齢者

の生きがいづくりと交流の拡大を目的に、市と市老人ク

ラブ連合会が毎年開催しているものです。大会は式典と

講演・寸劇、演芸発表の３部で構成。寸劇では伊万里警察署

員が出演し還付金詐欺への注意を促したほか、演芸発表で

は 25 の個人やグループが歌や踊りなどを披露しました。

第 46 回市老人福祉大会

健康長寿を目指して

各個人・団体が趣向を凝らした演芸を披露

一つ一つ丁寧に点火

8.31

伊万里警察署の劇団『はちがめ 110 番』による寸劇 会場には書や工芸作品なども展示

↑互いの価値観を話し合い共有するグループワーク

市民センターで同和問題講演会が開催されました。これ

は、８月の同和問題啓発強調月間の取り組みとして、市

が毎年行っているものです。今年の講師は、人権講演で

各地を巡演する落語家の桂文
ぶん

福
ぶく

さん。身近にある人権に

関する話を、自作の相撲甚句や河内音頭などに仕立て、

笑いを交えながら『平等な心』の大切さを語りました。

2017 同和問題講演会

差別のない明るい社会を目指して

8.29

↑笑いを交えながら身近な人権の話をする桂文福さん
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市消防団夏季点検

日ごろの訓練の成果を披露

み ん な の 広 場

地域の防災に活躍している消防団の訓練の成果を披露する

消防団夏季点検が伊万里消防署でありました。市内 11 分

団から 733 人が参加し、分団ごとに通常点検、小隊訓練が

行われました。また、今年度伊万里消防署に配備された新型

はしご車や大川分団による腕用ポンプ操法、ラッパ隊によ

るラッパ吹奏が披露され、会場は熱気に包まれていました。

↑大川分団の力強い腕用ポンプ操法

8.20

統率の取れた動きを披露した二里分団の小隊訓練

9.4

県原子力防災訓練

迅速な対応で被害を最小限にするために

県内の自治体や関係機関、福祉施設などが参加して県原

子力防災訓練がありました。地震による複合災害の発生

を想定して実施され、市内では災害対策本部の設置運営訓

練や住民避難、屋内退避訓練などが行われました。住民

避難訓練では大川内公民館と山代中学校に住民 49 人がそ

れぞれ集合し、バスや自家用車で武雄市に避難しました。

↑大川内公民館では安定ヨウ素剤に見立てたあめを配布

9.3

関係機関が情報共有などを行うテレビ会議（防災センター）

↑新型はしご車

↑夢中になって読み語りを聞く松浦保育園児

『黒川町うちどく広め隊』の初めての出前講座が、松浦公

民館でありました。『うちどく推進室』と『伊万里うちど

く推進ネットワーク』が協働して取り組む事業の一つで、

今回は、松浦保育園児や松浦町の老人会会員を前に、絵

本の読み語りをしました。今後も『絵本を通してつながる』

をテーマに、『うちどく』の輪を広げる活動を続けます。

『黒川町うちどく広め隊』出前講座

市内いっぱいに『うちどく』の輪を

9.6

↑婚活支援の取り組みについて意見を述べる参加者

黒川公民館で、市長と語ろう『伊万里の夢づくり』座談

会がありました。塚部芳和市長が第５次総合計画に沿っ

て市政の概要を説明したあと、参加者との意見交換を行

いました。多目的運動広場の整備や、防災行政無線の活

用方法、婚活支援の取り組み、イマリンビーチでの安全・

安心の確保などについて、幅広く意見が寄せられました。

市長と語ろう『伊万里の夢づくり』座談会

地域の思いを受け止めます

8.25
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ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

ほ が ら か ペ ー ジ

c h e e r f u l n e s s  p a g e

　
９
月
１
日
、
市
内
に
お
け
る
男
・

女
の
最
高
齢
者
を
そ
れ
ぞ
れ
塚
部

芳
和
市
長
が
訪
問
し
、
長
寿
を
祝

っ
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　
女
性
の
最
高
齢
者
は
、
大
川
内

町
の
渕
上
ヒ
ロ
さ
ん
、
１
０
６
歳

（
訪
問
日
現
在
）。

　
農
業
に
専
念
し
、
米
づ
く
り
や

野
菜
づ
く
り
に
励
み
な
が
ら
、
４

人
の
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
な
ん
と
、
３
人
の
内

孫
も
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で

育
て
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
裁
縫
が
趣
味
で
、
洋
服
を
作
っ

た
り
、
古
い
着
物
を
仕
立
て
直

し
た
り
す
る
の
が
好
き
だ
っ
た

ヒ
ロ
さ
ん
。
一
日
の
出
来
事
を

ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
る
習
慣
も
あ

市
内
の
最
高
齢
者
を
塚
部
市
長
が
訪
問

　
明
治
か
ら
平
成
ま
で
の
四
代
を
生
き
抜
い
て

里さ
と

富ふ

士じ

の 

肩か
た

な
だ
ら
か
に 

秋あ
き

時し

ぐ

れ雨

夜よ

半わ

に
聞き

く 

集す
だ

く
虫む

し

の
音ね  

思お
も

ほお

へえ

ば

　
　
　
　
　
草く

さ

を
抜ぬ

く
手て

の 

鈍に
ぶ

り
き
をお

り
ぬ

伊
万
里
ホ
ト
ト
ギ
ス
会

武た
け

富ど
み

　
千ち

歳と
せ

伊
万
里
白
露
短
歌
会

永
尾
　
勲
い
さ
お

百
寿
メ
ダ
ル
贈
呈

　
め
で
た
く
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
た
松
尾
ミ
ツ
ヱ
さ
ん

を
、
８
月
24
日
、
塚
部
芳
和
市

長
が
訪
問
し
、
記
念
の
メ
ダ
ル

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
お
と
な
し
い
け
れ
ど
も
芯
は

し
っ
か
り
し
て
い
る
ミ
ツ
ヱ
さ

松
尾
　
ミ
ツ
ヱ 

さ
ん

（
松
浦
町
東
分
）

ん
。
若
い
頃
か
ら
、
目
立
た
な

い
と
こ
ろ
で
コ
ツ
コ
ツ
と
頑
張

る
タ
イ
プ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

結
婚
し
て
か
ら
は
ご
主
人
と
共

に
農
業
一
筋
で
、
８
人
の
子
ど

も
を
育
て
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
技
は
編
み
物
。
雨
で
農
作
業

が
で
き
な
い
と
き
な
ど
に
編
ん

だ
物
を
、
知
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。
ま

た
、
歌
も
大
好
き
で
、
よ
く
『
星

影
の
ワ
ル
ツ
』
を
歌
っ
て
い
た

そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
の
長
生
き

の
秘
訣
は
『
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

が
全
く
な
い
こ
と
』。
メ
ダ
ル
を

か
け
ら
れ
る
と
、
少
し
恥
ず
か
し

そ
う
に
ほ
ほ
え
ん
で
い
ま
し
た
。

っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
か
、

ひ
孫
全
員
の
名
前
が
分
か
る
ほ

ど
、
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
駆
け
つ
け
た
子
ど

も
や
親
族
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ

て
、
何
枚
も
記
念
撮
影
を
し
て
い

ま
し
た
。

　
な
お
、
男
性
最
高
齢
者
の
梅
﨑

三
代
司
さ
ん
は
、
先
日
お
亡
く
な

り
に
な
り
ま
し
た
。
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

渕上  ヒロ さん
 大川内町・106 歳
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ほ が ら か ペ ー ジ

ア ル バ ム

我が家の

副島 美弥さん

＊隆宏・友梨恵さんの長女

＊二里町西八谷搦

(     )２歳

Y O U N G  W A L K E R

中島 弘雄 さん

◆ ＢＡＲ ｒ
ラ ガ ッ ツ ァ
ａｇａｚｚａ

（伊万里町）
◆ 平成 26 年５月入社

(28 歳・下古賀 )

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
ア
ル
コ
ー
ル
や
ノ
ン
ア
ル
コ
ー

ル
、
フ
ー
ド
な
ど
の
提
供
で
す

◇
仕
事
で
大
変
な
こ
と
は
　
数
あ

る
お
酒
の
名
前
を
覚
え
る
こ
と

◇
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

　
お
客
様
へ
の
気
配
り
、
目
配
り
、

心
配
り
で
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は
　
自
分
の
店

を
持
つ
こ
と
（
現
段
階
で
は
）

◇
自
己
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
ぞ  

28
歳
独
身
、

パ
ー
ト
ナ
ー
獲
得
の
た
め
、
ま

だ
ま
だ
精
進
し
ま
す
！
話
し
や

す
い
タ
イ
プ
な
の
で
お
気
軽
に

◇
趣
味
　
バ
イ
ク
、
釣
り
、
旅
行

◇
市
民
へ
一
言
　
チ
ャ
ー
ジ
、

チ
ャ
ー
ム
な
し
の
バ
ー
で
す
の

で
お
気
軽
に
来
店
く
だ
さ
い

　
わ
た
し
は
い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ

い
に
お
歌
や
お
散
歩
、
す
べ
り
台

遊
び
を
し
て
遊
ん
で
い
る
よ
♥
好

き
な
食
べ
物
は
い
ち
ご
や
ト
マ
ト

や
お
に
ぎ
り
☆彡
最
近
は
パ
パ
や
マ

マ
と
、
い
な
い
い
な
い
ば
あ
を
し

て
遊
ぶ
こ
と
に
は
ま
っ
て
る
の
♪

　
♬
パ
パ
が
仕
事
か
ら
帰
っ
て
く

る
と
、
い
つ
も
と
び
っ
き
り
の
笑

顔
で
迎
え
て
く

れ
る
美
弥
ち
ゃ

ん
★
い
つ
ま
で

も
そ
の
笑
顔

を
パ
パ
と
マ
マ

に
見
せ
て
ね
♡

食育ワンポイント

〜 大里保育園 〜
食育活動を紹介

市は、食のまちづくり宣言を行い、事業者や皆さんと協働で、『食』を生かしたまちづくりに取り組んでいます。
このコーナーでは、市内保育園などで取り組んでいる食育活動を紹介します。

● 問合先　まちづくり課まちづくり推進係
（ 　☎㉓２１１４）

みんなで広げよう『食のまちづくりの輪』

園では、季節に合った野菜を育てて収穫し、毎
月のクッキングの時間に、子どもたち自身が皮
をむいたり包丁で切ったりすることに挑戦して
います。自分で切った野菜が給食に出るので、
苦手でも食べてみようとする気持ちが芽生えて いるようです。また、園庭には田んぼがあり、子どもたちは

田植えから稲刈りまでを体験します。毎年６月に水をため
て田を起こし、数日後には田植え。みんな真剣な表情で苗
を植えます。田んぼの様子は毎日確認するので、大きくなっ
ていく苗や、実っていく稲穂などに気付くことができ、子
どもたちはいろいろな発見に目を輝かせます。秋には実際
に鎌を持って稲を刈り、寄付してもらった脱穀機で稲こぎ。
今では珍しい脱穀機を相手に夢中で取り組みます。収穫した
お米は、お正月においしい七草粥にしていただいています。

発見がいっぱいの米づくり

田植えから稲刈りまでを体験

白米と他の食材でバランスの良い食事を　世界中からそのヘルシーさで注目を集めるお米。白米には、
糖質やたんぱく質、ビタミン、ミネラルなど、さまざまな栄養素が含まれていますが、それだけでは不
十分です。大切なのは他の食材と組み合わせて栄養のバランスを取ること。多様な食品から栄養を摂る
のが大切なことを考えると、あらゆる食材と相性の良い白ご飯は、究極のヘルシー食材かもしれません。

自分たちで育てたにんじん
を切っています

脱穀機を使って稲こぎをしました
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ス ポ ー ツ

s p o r t s

ス ポ ー ツ

s p o r t s

１日（日）
● 伊万里んピックスイムフェスティバル
　午前９時開会　伊万里スイミングクラブ
● 市近郊卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館
● 市会長杯争奪ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
５日（木）
● 市老連レディースグラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
７日（土）
● 市小学校陸上運動大会
　午前８時 20 分開会　国見台陸上競技場
７日（土）、８日（日）
● 議長旗争奪中学生野球大会
　午前８時 30 分開会　国見台野球場
８日（日）
● 国見台陸上競技カーニバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
８日（日）
● 伊万里４地区テニス大会
　午前９時 30 分開会　国見台庭球場
９日（月・祝）
● 市民バレーボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台体育館
● 伊万里スポーツデイ
▷市民ペタンク大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
▷伊万里っ子・キッズスポーツフェスティバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
12 日（木）
● ふれあいいきいきグラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　国見台陸上競技場ほか
14 日（土）、15 日（日）
● 県民体育大会
　午前８時 50 分開会　国見台野球場ほか
22 日（日）
● 市近郊ジュニアバドミントン交流大会
　午前９時開会　国見台体育館
● 笑顔をつなぐファミリースポーツフェスティバル
　午前９時開会　国見台陸上競技場
28 日（土）、29 日（日）、11 月３日（金・祝）
● 市長旗争奪伊万里地区高等学校野球秋季大会
　午前９時開会　国見台野球場
29 日（日）
● 女性部ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
● 夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時 40 分開会　夢みさき公園

10 月の市民スポーツ　
８
月
19
日
、
国
見
中
学
校
で
市

教
育
長
杯
中
学
校
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
あ
り
ま
し

た
。
市
内
の
６
中
学
校
か
ら
58
人

が
参
加
し
、
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
ア
ジ
ャ
タ
の
３

種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

上
位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
総
合
の
部

▽
優
　
勝
　
青
嶺
中
学
校

▽
準
優
勝
　
啓
成
中
学
校

▽
３
　
位
　
東
陵
中
学
校

◆
種
目
の
部
（
優
勝
の
み
）

▽
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル  

青
嶺
中
学
校

市
教
育
長
杯
第
10
回
中
学
校

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▽
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
　 

青
嶺
中
学
校

▽
ア
ジ
ャ
タ
　
　
　 

青
嶺
中
学
校

↑氷上で行うカーリングに似たカローリン
グで、ジェットローラを投げる参加者

　
９
月
８
日
、
国
見
台
球
技
場
で

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り
、
市
内
か
ら

11
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
最

初
に
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
予

選
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
、
勝
ち
抜
い

た
４
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
。
試
合
は
予
選
か
ら
白
熱
し
、

し
き
り
に
仲
間
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
上

位
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
　
勝
　
井
手
野

▽
２
　
位
　
大
久
保

▽
３
　
位
　
波
多
津
１

第
71
回
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

↑チームメイトからのアドバイスを受け、味方のボー
ルを有利な位置に動かす参加者
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教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

こ
と
、
離
れ
小
島
に
石
室
の
石

材
を
わ
ざ
わ
ざ
運
ん
で
築
造
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
小
島

古
墳
の
被
葬
者
は
ヤ
マ
ト
政
権

と
深
い
つ
な
が
り
を
持
つ
有
力

者
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
前
回
紹
介
し
た
夏
崎
古

墳
が
円
墳
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

小
島
古
墳
の
被
葬
者
は
、
夏
崎

古
墳
の
被
葬
者
よ
り
も
ヤ
マ
ト

政
権
と
の
つ
な
が
り
が
深
か
っ

た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
は
、
小
島
古

墳
の
時
代
に
は
、
夏
崎
古
墳
の

時
代
以
上
に
伊
万
里
地
域
の
重

要
性
が
増
し
た
可
能
性
を
示
し

て
い
ま
す
。

小
島
古
墳

〜
増
大
し
た
伊
万
里
湾
の
重
要
性
〜

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉓
３
１
８
６
）

郷

土

の

文

化

財

　
今
回
は
、
山
代
町
久
原
に
あ

る
小
島
古
墳
を
紹
介
し
ま
す
。

古
墳
は
６
世
紀
中
頃
に
築
造
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
前
方
後
円

墳
で
す
。
小
島
古
墳
が
所
在
す

る
小
島
は
、
か
つ
て
沖
合
約

４
０
０
㍍
に
浮
か
ぶ
島
で
し
た
。

前
方
後
円
墳
と
は
、
平
面
形
が

鍵
穴
の
よ
う
な
形
を
し
た
古
墳

の
こ
と
で
す
。
こ
の
形
の
古
墳

の
被
葬
者
は
、
ヤ
マ
ト
政
権
と

強
い
つ
な
が
り
を
持
っ
た
有
力

者
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
昭
和
47
年
に
港
湾
開
発
と
文

化
財
保
護
の
調
整
の
過
程
で
、

市
の
教
育
委
員
会
と
郷
土
研
究

会
が
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
調
査
で
、
墳
丘
の
形
状
や

石
室
構
造
な
ど
は
詳
細
に
確
認

で
き
ま
し
た
が
、
副
葬
品
に
つ

い
て
は
す
で
に
盗
掘
を
受
け
て

い
た
た
め
、
全
容
は
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
古
墳
が
前
方
後
円
墳
で
あ
る

　
伊
万
里
湾
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
③

↑小島古墳墳丘測量図

　
最
近
、『
働
き
方
改
革
』
と
い
う

言
葉
を
目
に
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
、
２
０
１
６
年

か
ら
取
り
組
ま
れ
て
い
る
国
の
経

済
政
策
の
一
つ
で
す
。
具
体
的
に

は
長
時
間
労
働
の
是
正
や
職
場
環

境
の
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
で
、

す
べ
て
の
働
く
人
た
ち
が
、
仕
事

と
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
両
立

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
も
、
仕
事
と
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
と
の
両
立
が
で
き
て

い
る
か
ど
う
か
、
体
と
心
が
休
息

で
き
る
時
間
を
過
ご
せ
て
い
る
か

ど
う
か
、
自
分
自
身
の
働
き
方
を

見
直
す
こ
と
が
必
要
で
す
。
残
業

が
当
た
り
前
と
い
う
仕
事
の
仕
方

を
続
け
て
い
る
と
、
育
児
や
介
護
、

病
気
な
ど
、
急
な
生
活
の
変
化
に

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

今
の
う
ち
か
ら
、
自
分
の
働
き
方

に
つ
い
て
考
え
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
ま
た
、
仕
事
で
高
い
成
果
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
広
い
視
野
や
人

脈
が
必
要
で
、
そ
れ
ら
は
仕
事
以

外
の
場
で
身
に
つ
く
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
以
外
の
場

で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
情

報
収
集
を
す
る
時
間
を
過
ご
す
こ

と
も
、
と
て
も
大
切
で
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
が
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
全
部
や
り
き
れ
る

ほ
ど
に
、
時
間
は
無
限
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
有
限
な
時
間
を
上
手
に

配
分
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
そ
の

た
め
に
は
『
段
取
り
』
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
例
え
ば
、
段

取
り
を
考
え
ず
に
そ
の
時
の
都
合

で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
効
率
が

悪
い
た
め
に
時
間
内
に
済
ま
す
こ

と
が
で
き
ず
、
残
業
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
れ

ば
、
当
然
自
分
が
や
り
た
い
こ
と

に
使
え
る
時
間
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
に
、
段
取
り
を
よ
く
考
え
て
時

間
の
使
い
方
を
工
夫
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
こ
れ
は
自
分
次
第
で
で

き
る
こ
と
で
す
。

　
自
分
自
身
の
働
き
方
を
見
直
し

て
、
仕
事
も
生
活
も
充
実
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

〜
時
間
は
有
限
、

時
間
の
使
い
方
は
自
分
次
第
〜
　

仕
事
も
生
活
も
充
実
を

● 

問
合
先
　
男
女
協
働
推
進
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）
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i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

観覧者
募集 郵便往復はがき（私製を除く）に下記の

必要事項を明記し申し込んでください。

● 往信用裏面　①郵便番号　②住所　③名前
　④電話番号
● 返信用表面　①郵便番号　②住所　③名前
● 募集期限　11 月 22 日（水）必着
● あて先　〒 848-0045　伊万里市松島町 391 番 
　地 1　市民センター『ＮＨＫのど自慢』観覧係
● 入場料　無　料

【注意事項】
▷応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（１枚
　で２人入場可）を12月15日（金）頃に発送します。
▷記入に不備があった場合は無効になります。
▷『返信用裏面』には抽選結果を印刷しますので、
　白紙のまま送ってください。紙やシールなどの貼
　り付け、修正液の使用をしないでください。
▷インターネットなどでの入場整理券の売買は固く
　お断りします。転売を目的とした申し込みである
　と判明した場合は、抽選対象外となります。また、
　売買が判明した場合は入場できません。

出場者
募集

● 往信用裏面　①郵便番号　②住所　③名前（ふり
　がな）　④年齢　⑤性別　⑥電話番号　⑦職業（具
　体的に。中・高・大学生は部活動なども記入）
　⑧歌う曲名とその歌手名　⑨選曲理由
● 返信用表面　①郵便番号　②住所　③名前
● 募集期限　11 月 17 日（金）必着
● あて先　〒 840-8601（住所不要）
　NHK 佐賀放送局『ＮＨＫのど自慢』出場係

【注意事項】
▷応募多数の場合は 250 組を選出のうえ、案内を
　12 月 15 日（金）頃に発送します。
▷対象は中学生以上のアマチュアの人（中学生は予
　選会・本選どちらも保護者の同伴が必要。保護者
　の名前・電話番号も記入してください）に限ります。
▷応募は１人（組）１通に限ります。
▷グループで申し込む場合は出場者全員の名前（ふ
　りがな）、年齢、性別、職業を明記のうえ、代表
　者が申し込んでください。
▷応募後の曲目、出場者の変更はできません。
▷記入に不備があった場合は無効になります。
▷『返信用裏面』には選出結果を印刷しますので、
　白紙のまま送ってください。紙やシールなどの貼
　り付け、修正液の使用をしないでください。

郵便往復はがき（私製を除く）に下記の
必要事項を明記し申し込んでください。

開場／午前 11 時　開演／午前 11 時 45 分
終演予定／午後１時 30 分
主催／ NHK 佐賀放送局・伊万里市
※ ゲストは９月 25 日現在未定です。

伊万里市民会館

● 問合先
▷出場　ＮＨＫ佐賀放送局（☎０９５２㉘５００９）
▷観覧　市民センター（　 ☎㉒３９１１）

平成30年1月７日（日）

※ 応募の際に記入した個人情報は、選出・抽選結果の連絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用することがあります。

放送は午後０時15 分〜１時（生放送）
  《ＮＨＫ総合・ラジオ第１・国際》
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インフォメーション

いまり秋祭り 2017

■１日目：10 月 28 日（土）
時　間 内　　容

午前10時30分 オープニングセレモニー

午前10時45分 開会宣言

午前10時50分 わっしょいパレード

午後１時 25 分 伊万里太鼓

午後３時 30 分 観光大使オンステージ

午後４時 伊万里カラオケ ★ バトル

■２日目：10 月 29 日（日）
時　間 内　　容

午前11時30分 モーモちゃんバンド演奏

午前11時45分 モーモちゃん体操

正　午 ブラスバンドフェスティバル

午後１時 20 分 市民総踊り

午後２時 10 分 伊万里市観光大使委嘱式・プレミアムステージ

午後５時 至誠龍神太鼓

午後５時 30 分 伊万里太鼓

午後６時 50 分 打ち上げ花火

【その他の催し】
▷トンテントンライブ（各種団体による演奏）
　10 月29日（日）午前10時 30 〜11時 30〔市街地特設ステージ〕

● 問合先　観光課観光戦略室（　  ☎⑳９０３１）

10月28日（土）・29日（日）
市街地特設ステージほか

伊万里神社御神幸祭

『伊万里トンテントン』
▷10月 28日（土）
　 午後１時 25分　模擬合戦〔市街地特設ステージ前〕

▷10月 29日（日）
　 午後３時 10 分　神事、模擬合戦

〔市街地特設ステージ前〕
　午後５時 50分　禊

みそぎ

神事、川落とし合戦
〔川落とし合戦会場〕

◆ イベント期間中は、ドローンの使用を禁止します ◆

伊万里牛カーニバル 2017
同時開催

▷伊万里牛を使ったオリジナルメニューの食
べ比べ（28 日・29 日）

午前 11 時〜午後７時〔市営中央駐車場〕

▷伊万里牛や伊万里産食材のバーベキュー
（28 日のみ）

午前 10 時〜午後７時〔伊万里駅前公園〕
● 問合先
　観光課伊万里ブランド係（　 ☎㉓２１１０）

● 本町バイパス（市道八谷搦・上伊万里線）
▷本岡金物店前〜浜町交差点
　28 日（土）午前７時〜 29 日（日）午後９時
▷浜町交差点〜伊万里信用金庫本店東側
　28 日（土）午前７時〜午後 11 時
　29 日（日）午前８時〜午後 11 時
● 駅通り
▷カワラ文具前〜浜町交差点
　28 日（土）午前 11 時〜午後９時
　29 日（日）午前８時〜午後９時
▷浜町交差点〜松島東交差点
　28 日（土）午前７時〜午後 11 時
　29 日（日）午前８時〜午後 11 時
● 市道六仙寺・搦線
▷佐賀銀行伊万里支店前〜川落とし合戦会場
　29 日（日）午後４時〜９時
● 市道上伊万里・松島線
▷きくなみ前〜山平前
　29 日（日）午後４時〜９時
● 松島橋
　29 日（日）午後５時〜９時
※ 午後５時 50 分〜７時は歩行者も通行禁止
● 船屋橋〔観覧許可証の保持者以外は立入禁止〕
　29 日（日）午後５時〜９時
※観覧許可証は、29 日に船屋橋の受付にて午後４

時 50 分から先着 130 人に発行します。

通行規制情報
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方針１：的確な市民ニーズの把握　　達成率 25.0％

インフォメーション

● 問合先　企画政策課行財政改革推進室（　 ☎㉓２１２４）

市は、『第６次市行政改革大綱』（計画期間：平成 28 年度〜 32 年度）を策定し、『効率的で効果的な行
政マネジメントによるさらなる市民サービスの向上をめざして』を基本理念に、６つの方針に基づき行
政改革に取り組んでいます。また、それぞれの方針には個別の推進方策を掲げており、第６次行政改革
大綱『実施計画』において具体的な取り組み内容や数値目標を定めて改革の着実な推進に努めています。

平成 28 年度の目標達成状況

ー　具体的な取り組みの例　ー
◆広聴機能の積極的な活用

広報紙やホームページ、市民課窓口に設置した行政情報モニターでの伊
万里っ子ポスト制度の周知とメールでの提案の受け付け

【成果指標】伊万里っ子ポストへの提案件数
【平成 28 年度目標】15 件　→　【実績】６件

◆まちづくり活動主体との連携・協力の推進
広報紙・ホームページ・各公民館へのポスター掲示などによる 21 世紀
市民ゆめづくり計画支援事業の応募促進

【成果指標】市民からの応募件数
【平成 28 年度目標】10 件　→　【実績】８件

【推進する方策】
・わかりやすい広報・広聴活動の実施
・市民と行政とのさらなる協働の推進

市民ニーズに的確に対応した行政サービス
を提供し、市民満足度の向上を図るため、
広報・広聴活動の充実やまちづくり活動主
体・地域との連携に取り組みました。

（※）各方針の達成率は、目標の達成度を測る成果指標数
       の内、目標を 70％以上達成した成果指標数の割合

ー　具体的な取り組みの例　ー
◆職員研修の実施

職員や外部講師による接遇や実務、人材育成などの能力開発を目的とし
た各種研修の実施

【成果指標】研修の受講者数（延べ人数）
【平成 28 年度目標】1,200 人　→　【実績】1,707 人

◆定員適正化計画の推進
市民ニーズや行政課題に素早く対応できる適正な配置となるような業務
の整理統合や流動体制を踏まえた職員数の査定

【成果指標】適正な職員数の維持
【平成 28 年度目標】462 人　→　【実績】461 人

方針２：職員の意識改革と優れた人材の確保　　達成率 100.0％

【推進する方策】
・人材の育成と活用
・適正な定員管理と優れた人材の確保

職員の意識や職場環境の課題を把握するた
めの職員アンケートの実施や職員の自己研
鑽・啓発を促進するためのさまざまな研修
会を開催しました。また、優れた人材を確保
するため、職員の採用要件を見直しました。

行政改革の取り組み実績をお知らせします

職員の
意識改革と

優れた人材の
確保

的確な
市民ニーズの

把握

事務事業の
見直しによる
効果的な事務

の実施

職場環境の
改善と事務の

効率化
効率的な

組織の形成

安定性と
持続性のある

財政運営

《６つの方針》
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インフォメーション

方針４：職場環境の改善と事務の効率化　　達成率 100.0％

ー　具体的な取り組みの例　ー
◆５Ｓ活動の実施

事務用品の整理整頓による経費の削減の取り組みや、応対記録簿のデー
タベース化による情報の共有化

【成果指標】５Ｓ活動の実績
【平成 28 年度目標】７件　→　【実績】７件

◆選挙事務従事者の時間外勤務時間数の削減
開票集計システムの導入による時間外勤務時間数の削減、事務上の問題
点収集による改善案の検討

【成果指標】１選挙での開票事務にかかる時間外勤務時間数の 10％削減
【平成 28 年度目標】△ 10％　→　【実績】△ 12％

【推進する方策】
・業務方法の見直しによる環境改善
・ＩＣＴを活用した事務の効率化

作業効率や作業時間の短縮を図り、事務処
理や執務環境の改善、事務能率を向上させ
るため、５Ｓ活動に取り組みました。また、
選挙の開票事務での開票集計システムを導
入し事務の効率化を進めました。

ー　具体的な取り組みの例　ー
◆公共下水道事業特別会計の健全な運営

税務課との連携による収納率の向上、接続勧奨による水洗化率の向上
【成果指標】①使用料の収納率（現年＋滞納繰越）　②水洗化率
【平成 28 年度目標】① 94.0％　② 97.9％
→　【実績】① 94.5％　② 97.2％

◆立花台地第２期開発地区分譲地の販売促進
ホームページの随時更新などの丁寧な情報提供

【成果指標】売却件数
【平成 28 年度目標】５区画　→　【実績】12 区画

方針６：安定性と持続性のある財政運営　　達成率 86.7％

【推進する方策】
・持続可能な財政構造の構築
・自主財源の確保
・市有財産の的確な管理と効率的な活用

厳しい財政状況の中で必要な財源を確保す
るため、市税などの収納率の向上に努めま
した。また、公共施設の更新や維持管理な
どを計画的に行うため、公共施設等総合管
理計画を策定しました。

ー　具体的な取り組みの例　ー
◆行政課題に即した組織の見直し

子ども子育て制度の改正に伴う担当部署の設置、業務整理による組織の
再編

【成果指標】組織見直しの実施　→　【実績】実施
◆新商品開発に向けた連携の実施

都内レストランの食事券や連携協定を結んだ沖縄県久米島町の産品など、
魅力的な商品の拡充

【成果指標】民間企業や他自治体などとの連携、返礼品の商品拡充の実施
→　【実績】実施

方針５：効率的な組織の形成　　達成率 100.0％

【推進する方策】
・課題対応が可能な柔軟な組織体制の
　整備
・民間企業や他自治体などとの組織間
　連携の推進

行政課題に的確に対応できる組織とするた
め、組織の見直しを行い、統合・再編を行
いました。また、民間企業などと連携し、
ふるさと納税の返礼品の拡充に向けた地域
ブランドの開発に努めました。

ー　具体的な取り組みの例　ー
◆行政評価の成果指標の見直し

事務事業担当部署での自己評価や点検会による内部チェック、外部委員
による客観的な評価（第三者評価）を踏まえた成果指標の見直し

【成果指標】成果指標の設定が第三者評価において『適切である』と判断
された割合

【平成 28 年度目標】55.0％　→　【実績】32.1％
◆学校給食センターの調理業務委託の導入

メリット・デメリットの総合的な検討を踏まえた業務委託の方針決定
【成果指標】方針決定　→　【実績】方針決定

方針３：事務事業の見直しによる効果的な事務の実施　　達成率 75.0％

【推進する方策】
・事務事業査定の仕組みづくり
・民間活力の導入

限られた経営資源を必要とする事業へ効果
的に配分し市民サービスを向上させるた
め、民間活力の導入や事務事業査定の手法
などについて検討しました。

◆詳しい内容は、市役所１階の市民情報コーナーや各町公民館に備え付けの『第６次行政改革
大綱実績報告』に記載していますので閲覧してください。市ホームページにも掲載しています。17 2017.10広報伊万里



インフォメーション

幼児インフルエンザ予防接種の２回目に 2,000 円を助成します

《協力医療機関》
所在地区名 医療機関名 電話番号

伊万里

☆ 岡村医院 ㉒ 2304
☆ 木本耳鼻咽喉科医院

（生後６か月以上）
㉒ 3410

③ 夏秋医院 ㉓ 2032
③ 浜田産婦人科クリニック ㉓ 8855
③ 日高医院 ㉓ 5263
① 古川内科クリニック ㉑ 0730

大　坪 ③ 隅田病院 ㉓ 3167

立　花
☆ 産婦人科南ヶ丘クリニック ㉒ 1135
☆ 鈴山内科小児科医院 ㉒ 7366
☆ 山本こどもクリニック ⑳ 1525

波多津 ☆ 小島医院 ㉕ 0038
南波多 ☆ 小島医院 ㉔ 3131
大　川 ③ 大川野クリニック ⑳ 8060

二　里
☆ 井手小児科医院 ㉓ 8157
☆ いとう小児科 ⑳ 1611

東山代 ☆ 内山産婦人科医院 ㉓ 3241

山　代
③ 西田病院 ㉘ 1111
④ 水上医院 ㉘ 3714

有田町
☆ 伊万里有田共立病院

（生後６か月以上）
㊻ 2121

① 岸クリニック ㊷ 2833
山内町 ☆ 毛利医院（生後６か月以上）0954 ㊺ 3545

唐津市 ☆ 唐津市民病院きたはた
（生後６か月以上） 　2611

※記号は受付可能年齢（①：1 歳以上、③：3 歳以上、④：４歳以上、
☆：全年齢）

※できるだけ、かかりつけの医療機関を利用しましょう。

● 助成対象者　市内に住所がある、または市内の児童福祉
施設に居住する小学校就学前の幼児（※）の保護者

（※）小学校就学前の幼児とは、平成 23 年４月２日以降に
生まれた幼児のことです。

● 接種期間　10 月中旬〜 12 月 31 日（日）
● 助成金額　対象期間内に２回目の接種を受けた場合に、

幼児１人当たりの接種費用のうち 2,000 円（2,000 円
未満のときは接種費用の額）を助成します。

● 申請方法
▷現物支給〔協力医療機関（右表）で接種する場合〕
　接種時に、医療機関窓口で助成申請・同意書に記入・提出し、

接種費用から 2,000 円を差し引いた金額を支払ってくだ
さい（助成金は、医療機関が代理申請・受領します）。

　【窓口での申請時に必要なもの】
　母子手帳または１回目の接種済証明書、幼児の保険証
▷償還払い（口座振込）〔協力医療機関以外で接種する場合〕
　接種時は、いったん接種費用の全額を支払い、その際に助

成申請書に医療機関の証明を受けて、福祉課に申請してく
ださい（助成金は、保護者の預金口座に振り込みます）。

※助成申請書は、福祉課または各町（地区）公民館に備え付
けていますので、事前に取り寄せてください。

※償還払いの申請期限は、接種した月の翌々月までです。
※協力医療機関以外で初めて接種する、または償還払いに

関して不明な点がある場合は、福祉課に問い合わせてく
ださい。

　【福祉課への申請時に必要なもの】
　証明済の助成申請書、幼児の保険証、印鑑（朱肉使用の

もの）、保護者名義の預金通帳
◆ 注意事項 ◆
▷予防接種を受けるために予約が必要な場合がありますの

で、医療機関に直接問い合わせてください。
▷医療機関の受付可能年齢は、右表で確認してください。

● 問合先　福祉課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）
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ま
た
会
い
ま
し
ょ
う

　
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
、
私
は
研
修
期
間
を
終
え
て
９

月
末
に
帰
国
し
ま
し
た
。
昨
年
の

10
月
か
ら
皆
さ
ん
の
お
世
話
に

な
り
、
充
実
し
た
一
年
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
公
務
研
修
生
と
し
て
伊
万
里

に
派
遣
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
い

た
だ
い
た
こ
と
は
、
と
て
も
幸

運
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の

一
年
間
、
伊
万
里
や
日
本
の
歴

史
、
文
化
、
習
慣
な
ど
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
、
自
分
の
目
で
見

て
、
心
で
感
じ
て
、
伊
万
里
を

し
っ
か
り
と
心
に
刻
み
ま
し
た
。

　
研
修
生
活
は
、
私
に
と
っ
て

貴
重
な
体
験
で
し
た
。
初
め
て

の
日
本
、
初
め
て
の
一
人
暮
ら

し
、
初
め
て
ホ
タ
ル
を
見
た
こ

と
、
初
め
て
蛙
の
声
を
聴
き
な

が
ら
寝
た
こ
と
な
ど
、『
初
め
て
』

を
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。

　
毎
日
市
役
所
に
行
く
途
中
に

は
、
い
ろ
い
ろ
な
花
が
咲
い
て
い

て
、
幸
せ
な
気
分
に
な
り
ま
し

た
。
職
場
で
は
、
上
司
や
同
僚
か

ら
親
切
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た

り
、
各
部
署
の
職
員
の
皆
さ
ん

か
ら
仕
事
内
容
を
詳
し
く
教
え

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
と
て
も

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
伊
万
里
で

出
来
た
友
達
と
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
感
動
し
ま

し
た
。
ま
た
、中
国
語
教
室
で
は
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
の

国
に
つ
い
て
深
く
理
解
し
合
え

た
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
お
か
げ
で
、
大
変
充
実
し

た
研
修
生
活
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
伊
万
里
の
山

や
川
、
海
、
街
、
大
切
な
友
人

た
ち
を
忘
れ
ず
、
伊
万
里
の
魅

力
を
大
連
の
皆
さ
ん
に
ど
ん
ど

ん
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
ま
た
必
ず
伊
万
里
に

帰
っ
て
来
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
大
連
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
中
国
に

は
『
离
别
，
是
为
了
下
一
次
更

好
的
重
逢
』
と
い
う
格
言
が
あ

り
、
意
味
は
『
別
れ
は
次
の
良

い
再
会
の
た
め
』
で
す
。
ま
た

皆
さ
ん
と
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
一
年
間
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。谢
谢
。

李リ 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
⑥ 

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生
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９
月
８
日
、
伊
万
里
・
有
田
消

防
本
部
で
、
救
急
優
良
事
業
所
認

定
証
交
付
式
が
あ
り
、
伊
万
里
・

有
田
地
区
の
４
事
業
所
が
新
た
に

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
今
回
認
定
さ
れ
た
事
業
所

▽
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社
（
立
花
町
）

▽
有
限
会
社
ア
リ
ウ
ラ
　
ド
ラ
イ

ブ
イ
ン
鳥
（
大
坪
町
）

▽
社
会
医
療
法
人
謙
仁
会
　
介
護

老
人
保
健
施
設
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

幸
寿
園
（
有
田
町
）

▽
社
会
福
祉
法
人
同
行
会
　
同
朋

天
神
保
育
園
（
有
田
町
）

インフォメーション

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
８
月
１
日
〜
31
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
階
段
用
手
す
り
（
市
民
セ
ン
タ
ー

　
設
置
）　
一
式
　
ベ
ル
っ
子

《
教
育
振
興
奨
励
基
金
》

●
一
万
円
　
鶴
田
　
健

　（
亡
母
キ
ヌ
エ  

黒
川
町
塩
屋
）

《
福
祉
基
金
》

▼
二
十
万
円

　
豊
凜
化
粧
品
株
式
会
社

●
は
香
典
返
し
、▼
は
篤
志
寄
付
で
す
。

『
買
い
物
お
助
け
協
力

店
』
を
募
集
し
ま
す

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
食
品
や
日
用
品
な
ど
を
無

料
ま
た
は
有
料
で
自
宅
に
配
達
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
商
店
な

ど
を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
方
法

　
協
力
店
登
録
申
込
書
を
提
出

※
協
力
店
に
は
ス
テ
ッ
カ
ー
と
登

録
証
を
交
付
し
、
協
力
店
の
リ

ス
ト
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
公
表
し
ま
す

●

応
募
・
問
合
先
　
長
寿
社
会
課

高
齢
福
祉
・
介
護
認
定
係

（
　
☎
㉓
２
１
６
２
）

地
域
の
安
全
・
安
心
の
一
翼
を
担
う
事
業
所
に

救
急
優
良
事
業
所
認
定
証
を
交
付↑迅速な消防機関への通報や適切な応急手当ができる事

　業所として新たに認定証の交付を受けた事業所の皆さん

　
８
月
22
日
、
市
防
災
行
政
無
線

開
局
式
が
市
役
所
内
の
防
災
セ
ン

タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。
防
災
行
政

無
線
は
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
、

避
難
勧
告
な
ど
の
重
要
な
情
報
を

屋
外
拡
声
子
局
や
戸
別
受
信
機
か

ら
一
斉
に
知
ら
せ
る
無
線
放
送
施

設
。
迅
速
に
情
報
伝
達
が
で
き
る

た
め
、
早
期
に
注
意
喚
起
や
避
難

行
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
運
用
を
開
始
し
た
の
は
市

役
所
庁
舎
の
親
局
や
各
町
公
民
館

の
子
局
な
ど
17
カ
所
。

↑運用開始を知らせる初放送を行う
　塚部芳和市長（左）

防
災
行
政
無
線
の
運
用
を
開
始

　
平
成
30
年
６
月
ま
で
に
合
計

１
８
２
カ
所
を
整
備
し
、
市
内
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
予
定
で
す
。

偉
人
銅
像
（
そ
の
一
）

　
伊
万
里
市
は
偉
人
伝
に
事
欠

き
ま
せ
ん
。
市
内
各
所
に
そ
の

偉
人
た
ち
の
銅
像
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
、
江
戸

末
期
の
伊
万
里
に
生
ま
れ
、
日

本
の
製
菓
王
と
言
わ
れ
た
森
永

太
一
郎
翁
の
銅
像
を
、
伊
万
里

神
社
の
境
内
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
成
12
年
３
月
、
大
坪
地
区

に
あ
る
祇
園
町
交
差
点
横
の
旧

森
永
乳
業
伊
万
里
工
場
跡
地

に
、
現
在
の
森
永
公
園
を
整
備

し
ま
し
た
。
当
時
、
太
一
郎
翁

の
銅
像
を
伊
万
里
神
社
境
内
か

ら
移
設
し
よ
う
か
と
検
討
し
て

い
た
と
き
、
森
永
本
社
か
ら
、

東
京
都
台
東
区
に
あ
る
彫
刻
家

朝
倉
文
夫
氏
の
作
品
を
基
に
し

た
美
術
館
、
朝
倉
彫

ち
ょ
う

塑そ

館
へ

案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
分
県
出
身
の
氏
は
、
長
崎

市
の
平
和
記
念
像
を
造
ら
れ
た

北
村
西
望
氏
と
並
び
日
本
を
代

表
す
る
彫
刻
家
で
、
明
治
か
ら

昭
和
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
『
東

洋
の
ロ
ダ
ン
』
と
称
さ
れ
た
方

で
す
。
こ
の
彫
塑
館
に
は
、
同

郷
の
大
横
綱
・
双
葉
山
の
銅
像

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

な
ん
と
太
一
郎
翁
の
銅
像
も
氏

の
作
品
だ
っ
た
の
で
す
。
館
内

に
銅
像
が
造
ら
れ
た
際
の
型
枠

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
同
じ
九

州
出
身
が
縁
で
、
現
在
森
永
公

園
の
一
角
に
鎮
座
し
て
い
る
の

は
、
そ
の
型
枠
を
お
借
り
し
て

新
た
に
造
ら
れ
た
二
代
目
で
す
。

　
森
永
公
園
の
落
成
式
に
は
、

当
時
の
森
永
製
菓
社
長
で
太
一

郎
翁
の
孫
の
森
永
剛
太
氏
が
来

伊
さ
れ
、
完
成
を
お
祝
い
さ
れ

ま
し
た
。
ち
な
み
に
安
倍
首
相

夫
人
の
昭
恵
さ
ん
は
、
太
一
郎

翁
の
曾
孫
に
あ
た
ら
れ
ま
す
。

　
銅
像
を
仰
ぎ
見
て
遺
徳
を
し

の
ぶ
の
も
た
ま
に
は
い
い
も
の

で
す
。
市
内
各
所
の
記
念
碑
や

銅
像
に
触
れ
、
先
人
偉
人
の
足

跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

来
年
は
明
治
維
新
１
５
０
年
、

江
戸
末
期
に
伊
万
里
で
生
誕
さ

れ
、
明
治
の
創
成
期
に
各
界
で

活
躍
さ
れ
た
方
は
他
に
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和
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▽
若
者
が
定
住
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
女
性
が
活
躍
す
る
ま
ち
づ
く
り

▽
地
域
活
動
が
活
発
な
ま
ち
づ
く
り

▽
各
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
践
事
例

▽
各
町
に
お
け
る
課
題
　
な
ど

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

　
市
は
、
11
月
５
日
（
日
）
〜
14
日

（
火
）
を
、
伊
万
里
を
美
し
く
す
る

市
民
運
動
『
市
民
大
清
掃
の
期
間
』

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
に
、

ふ
だ
ん
手
が
行
き
届
か
な
い
場
所

を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
松
浦
町
）
に
搬
入
す
る
ご
み
は
有

暮 ら し の チ ャ ン ネ ル

l i f e  c h a n n e l

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

募

集

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

子育て支援センターに
遊びにきませんか

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、
歌や簡単な製作など（10 月は運動会）
を行います。

▷日　時　10 月 23 日（月）
　　　　午前 10 時〜正午

▷場　所　市民センター・文化ギャラリー
②お誕生会（要申込）10 月生まれ
の乳幼児とその保護者
▷日　時　10 月 25 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分から〜正午
▷場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎㉓５１９７）

●

日
　
時
　
10
月
20
日
（
金
）

午
前
９
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー
、
焱

の
博
記
念
堂
な
ど
４
カ
所

●

内
　
容
　
人
権
啓
発
・
人
権
教

育
・
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
実
践
報
告
や
発
表

●

参
加
料
　
無
料
（
市
民
・
学
生
）

※
行
政
職
員
・
教
職
員
を
除
く

●

問
合
先
　
県
教
育
セ
ン
タ
ー
内

　
佐
賀
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究

協
議
会
事
務
局

（
☎
０
９
５
２
　 

６
４
３
４
）

料
で
す
。
ま
た
、
汚
泥
や
建
築
廃

材
、
農
機
具
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
、

受
け
入
れ
が
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
清
掃
日

●

期
　
日
　
11
月
12
日
（
日
）

●

さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
の
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
11
月
の
日
曜
日
の
開
所
日
は
、

12
日
の
み
で
す
。

●

料
　
金
　
10
㌔
ま
で
80
円
、
以

後
10
㌔
ま
で
ご
と
に
80
円
加
算

●

問
合
先
　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

●

日
　
時

　
平
成
30
年
１
月
７
日
（
日
）

　
午
後
３
時 

開
式

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※
例
年
と
会
場
が
異
な
り
ま
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

対
　
象
　
平
成
９
年
４
月
２
日

　
か
ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

※
成
人
式
に
は
、
市
外
在
住
の
人

も
参
加
で
き
ま
す
。
希
望
す
る

人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

●

連
絡
・
問
合
先

　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
　
☎
㉓
３
１
８
６
）

　
皆
さ
ん
の
意
見
や
提
案
な
ど
を

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
生
か
し

て
い
く
た
め
、
市
長
が
直
接
町
へ

出
向
き
、
生
の
声
を
聞
き
ま
す
。

ま
た
、
夢
や
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な

ど
は
平
成
29
年
度
か
ら
策
定
す
る

『
第
６
次
伊
万
里
市
総
合
計
画
』
の

参
考
に
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
10
月
31
日
（
火
）

　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

●

場
　
所
　
東
山
代
公
民
館

●

意
見
交
換
の
主
な
内
容

▽
人
口
減
少
へ
の
対
応
（
対
策
）

お
知
ら
せ

市
長
と
語
ろ
う
『
伊
万
里

の
夢
づ
く
り
』
座
談
会

10月は『土地月間』 です −大規模土地取引は届け出を ー

一定規模以上の土地の売買などを行った場合、契約日を
含めて２週間以内に土地の所在する市町を経由して、県
知事へ届け出なければなりません。対象となる区域の面
積要件や手続きの方法など、詳細は問合わせてください。
● 届出・問合先　
▷企画政策課企画係（☎㉓２１２４）
▷県土地対策課（☎０９５２㉕７０３４）

秋
の
市
民
大
清
掃

平
成
30
年
市
成
人
式

県
人
権
・
同
和
教
育

研
究
大
会
（
分
科
会
）

62

お

知

ら

せ
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●

対
象
物
件
（
２
筆
一
体
）

▽
所
在
地
　
大
坪
町
字
学
校
裏
甲

２
５
３
０
番
地
５
、
２
５
３
６

番
地
１
６

▽
地
目
　
山
林
、
雑
種
地

▽
面
積
　
７
０
３
６
平
方
㍍

▽
予
定
価
格
（
最
低
売
却
価
格
）

　
１
１
６
８
万
３
０
０
０
円

●

売
却
方
法
　
一
般
競
争
入
札

●

入
札
参
加
事
前
申
込
期
限

　
11
月
１
日
（
水
）

●

入
札
日
　
11
月
24
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先
　
市
土
地
開
発

公
社
（
　
☎
㉓
２
４
７
８
）

●

受
付
内
容

▽
家
庭
内
や
近
隣
と
の
も
め
ご
と
、

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
へ
の

虐
待
、
差
別
な
ど
の
人
権
問
題

▽
相
続
や
不
動
産
、
借
地
借
家
、

金
銭
貸
借
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

●

日
　
時
　
11
月
１
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

場
　
所
　
波
多
津
公
民
館

●

担
　
当
　
人
権
擁
護
委
員 

福
地

佳か

野や

さ
ん
　
梶
原
　
敏
雄
さ
ん

●

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
㉓
２
４
９
２
）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

募

集

　
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

核
家
族
化
に
よ
り
、
市
で
も
全
国

的
に
見
ら
れ
る
傾
向
と
同
様
に
空

家
等
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
空
家
等
は
そ
の
ま
ま
放
置
す
る

と
環
境
や
景
観
、
防
犯
、
防
火
な

ど
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
り
、
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
で
は
、
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
空
家
等
に
関
す
る
対

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
実
施

す
る
た
め
、『
伊
万
里
市
空
家
等
対

策
計
画
』
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
は
、
対
策
の
背
景
と
目
的
、

空
家
等
の
現
状
、
対
策
の
基
本
的
事

項
、
対
策
の
取
組
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
お
り
、
内
容
は
伊
万
里
市
空
家
等

対
策
協
議
会
で
審
議
し
て
い
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

『
伊
万
里
市
空
家
等
対
策
計
画
」（
案
）
の
策
定
に
つ

い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

パブリックコメント案内
◆意見提出をお願いする資料
　『伊万里市空家等対策計画』（案）
◆意見募集期間
　10 月 10 日（火）〜 11 月９日（木）
◆案の公表場所・入手先
⑴土木管理課または情報広報課市民サービス係
⑵各町（地区）公民館または市民図書館
⑶市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/
◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。
①メール　dobokukanri@city.imari.lg.jp
②郵　便　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１  伊万里市役所
　土木管理課　あて
③直接提出　案の公表先・入手先⑴または ⑵
④ファックス　㉒４５６２
◆問合先　土木管理課 公園・空き家対策係

（　 ☎㉓２４８４）

暮らしのチャンネル

公
社
有
地
を
売
却
し
ま
す

無
料
特
設
人
権
相
談

● 対象物件（旧市民病院跡地）
▷所在地　二里町大里乙１２７１番１他４筆
▷地目　宅地、里道
▷面積　11,912.49 ㎡
▷予定価格（最低売却価格）　9,700 万円
● 売却方法　一般競争入札
● 入札参加事前申込期限　11 月 10 日（金）
● 入札日　11 月 30 日（木）
● 申込・問合先　財政課管財係（　☎㉓２１１３）

市有地（旧市民病院跡地）を売却します

お

知

ら

せ

↑現況写真

↑土地の形状 ↑位置図
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※ 募集人数に達ししだい締め切ります。
※市内からの参加者のほかに、福岡市近郊からの参

加者が同行します。
※詳しい旅行条件を確認してもらう必要があるため、

この記事をもっての申し込みは受け付けられませ
ん。詳細は下記まで問い合わせてください。

● 問合先　観光課グリーン・ツーリズム係
（　 ☎㉓２１１０）

暮らしのチャンネル

●

相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

を
除
く

●

受
付
内
容
　
日
常
生
活
で
の
困

り
ご
と
や
嫌
が
ら
せ
、
差
別
な
ど

●

相
談
料
　
無
　
料

●

相
談
電
話
番
号

　
０
１
２
０
‐
７
７
１
‐
２
０
８

●

問
合
先
　
公
益
財
団
法
人 

人
権

教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　（
☎
０
３
‐
５
７
７
７
‐
１
８
０
２
）

●

日
　
時  

10
月
14
日
（
土
）・
15
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●

場
　
所
　
慧
洲
園
（
武
雄
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
・
陽
光
美
術

館
）（
武
雄
市
）

●

内
　
容
　
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
肥
前
や
き
も
の
圏
の
５
つ

の
産
地
（
伊
万
里
・
唐
津
・
武
雄
・

嬉
野
・
有
田
）
が
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

あ
ふ
れ
る
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

料
　
金
　
▽
３
枚
つ
づ
り
（
日

付
指
定
前
売
券
２
０
０
０
円
・

当
日
券
２
２
０
０
円
）　
▽
１
枚

単
券
（
当
日
券
の
み
８
０
０
円
）

●

販
売
場
所  

伊
万
里
市
観
光
協
会

●
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち

づ
く
り
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

●

日
　
時
　
10
月
15
日
（
日
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
10
分

●

場
　
所  

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

●

内
　
容
　
児
童
・
生
徒
に
よ
る

　
学
習
発
表
や
作
品
の
展
示
・
販

売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
よ
る
バ
ザ
ー

●

問
合
先
　
伊
万
里
特
別
支
援
学

校
（
☎
㉓
８
５
５
４
）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

● 日　時　10 月 29 日（日）午前 10 時〜午後２時
● 集合場所　駒鳴大橋南側広場（大川町）
● 内　容　駒鳴大橋を出発し、地元ガイドと一緒に

歩いて巡る約 4.2 ㎞のフットパス
● 参加料　3,990 円（昼食代、フットパス体験料込）
● 募集人数　10 人程度
● 受付期間　10 月５日（木）〜 10 月 20 日（金）
● 企画・運営・主催
　クラブツーリズム株式会社九州旅行センター

日帰り体験バスツアー
『畑の中のレストラン』

● 日　時　11 月 10 日（金）
　午前９時 50 分〜午後４時 30 分
● 集合場所　伊万里ふるさと村（南波多町）
● 内　容　駒鳴大橋を出発し、地元ガイドと一緒に

歩いて巡る約 4.2 ㎞のフットパス。午後は前田家
住宅での呈茶席や直売所での買い物。

● 参加料　4,500 円（昼食代、フットパス体験料、
バス代、お茶菓子代込）

● 募集人数　５人程度
● 受付期間　10 月５日（木）〜 11 月２日（木）
● 企画・運営・主催  株式会社近畿日本ツーリスト九州

① 第２回

② 第３回

お
知
ら
せ

ア
イ
ヌ
の
人
々
の

た
め
の
無
料
電
話
相
談

トラベルクリニック（渡航外来）
を開設しています

伊万里有田共立病院より

　トラベルクリニックでは、旅行、出張、留学、移
住などで海外渡航する際に必要な医療を提供しま
す。「時差のため持病の薬をいつ飲むべきか分から
ない」、「帰国後体調不良になり特殊な感染症にか
かっていないか心配」など、健康面で困っているこ
とがあれば相談してください。

● 内　容
▷渡航前の健康相談、健康診断、健康指導
▷渡航前のワクチン接種
▷英文での各種証明書・診断書の作成
▷予防薬の処方
▷渡航後、体調不良の診察

● 担当医師　内科医　曲渕
● 問合先　伊万里有田共立病院トラベルクリニック

（☎㊻２１２１）

肥
前
大
茶
会
２
０
１
７

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

は

っ

て

ん

祭

相談
無料

秘密
厳守

査定
無料

広告
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◆
合
同
芸
能
発
表
会

●

日
　
時
　
11
月
５
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
箏そ

う

曲
、
長
唄
、
民
謡
、

大
正
琴
、
吟
詠
、
日
舞
、
舞
踊
、

器
楽
、
バ
レ
エ
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

フ
ラ
、
ダ
ン
ス

●

入
場
料
　
３
０
０
円

◆
同
時
開
催
の
展
示
な
ど

▽
書し
ょ
げ
い藝
展
　
11
月
３
日
（
金
・
祝
）

〜
５
日
（
日
）

▽
華
道
・
盆
栽
展
　

　
11
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

▽
茶
　
会
　
11
月
５
日
（
日
）

暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

● 日　時　10 月 22 日（日）
午前９時〜午後４時

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の
みに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に
伊万里市に住む意思がある 35 歳以上の独身
の人

● 参加料　2,500 円（そば打ち・バーベキュー
費用、保険料）

● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各８人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　10 月 12 日（木）

① そば打ち・ＢＢＱで秋を満喫

婚活イベント♥ ♥
35 歳からの

● 日　時　11 月 19 日（日）
午前 10 時〜午後３時 30 分

※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者の
みに案内します。

● 対　象　市内在住・在勤、または結婚を機に
伊万里市に住む意思がある 20 歳以上の独身
の人

● 参加料　2,500 円（食事代、保険料）
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集人数　男・女各 16 人
※ 応募多数の場合は、抽選
● 募集期限　11 月９日（木）

● 応募・問合先　伊万里暮らし応援課内　
　市婚活応援推進協議会（　☎㉓２９５０）
※ メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

② ランチ & トーク in 紅葉庭園
秋のスイーツと伊万里牛で

《 ①・②共通事項 》

市

文

化

祭

▽
色
紙
短
冊
展
（
俳
句
）　
10
月
30

日
（
月
）
〜
11
月
５
日
（
日
）

◆
そ
の
ほ
か
の
展
示
・
発
表

　（
場
所
が
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
も
の
）

▽
色
紙
短
冊
展
（
短
歌
）

　
11
月
６
日
（
月
）
〜
８
日
（
水
）

▽
美
術
展
　

　
11
月
10
日
（
金
）
〜
12
日
（
日
）

▽
寒
蘭
展
　

　
11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）

▽
日
本
舞
踊
公
演

　
12
月
３
日（
日
）
午
後
０
時
30
分

●

問
合
先
　
市
文
化
連
盟
・
橋
口

（
☎
㉓
０
９
３
３
）

10 月は里親月間です
　何らかの事情で、自分の家庭で暮らすことのできない
子どもを一時的、あるいは継続的に迎え入れ、親身になっ
て愛情と誠意をもって養育する人を『里親』といいます。
特別な資格は必要ありません。家庭のぬくもりを求めて
いる子どもたちのために、里親になりませんか。里親に
は次の４種類があります。

◆養育里親

　親が育てられるようになるまでの一定期間、自分の
家庭で育ててくれる里親

◆親族里親
　両親がいない子どもを親族が育てる里親
◆専門里親
　虐待を受けた子どもや障害がある子どもなど、専門

的な対応を要する子どもを育てる里親
◆養子縁組里親
　将来、養子として育ててくれる里親
●問合先
▽福祉課子育て支援係（ 　☎㉓２３１０）
▽佐賀県中央児童相談所（☎０９５２㉖１２１２）

募

集
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体幹トレーニング教室親子オカリナ教室筆ペン・ペン習字教室

革工芸教室料理教室

市民センターカルチャー体験講座　受講者募集

● 対　象　20 歳以上
● 日　程（日曜日開催・全３回）
　11 月 12 日、26 日、12 月 10 日
● 時　間　午前 10 時 30 分〜午後１

時 30 分
● 講　師　川原　真紀さん
● 受講料　800 円（１回当たり）
※ 別途材料費 1,000 円（１回当たり）
● 募集人数　36 人

● 対　象　20 歳以上
● 日　程　（火曜日開催・全４回）
　11 月７日、14 日、21 日、28 日
● 時　間　午後１時 30 分〜３時 30 分
● 講　師　森近　真貴子さん
● 受講料　800 円（１回当たり）
● 募集人数　20 人

● 対　象　小学校高学年〜高校生の親子
● 日　程（金曜日開催　全３回）
　11 月 10 日、17 日、24 日
● 時　間　午後６時 30 分〜８時
● 講　師　力武　江利さん
● 受講料　500 円（１回当たり）
● 募集人数　10 人

● 対　象　20 歳以上
● 日　程（金曜日開催　全４回）
　11月10日、17日、24日、12月１日
● 時　間　午前 10 時〜正午
● 講　師　小島　利津さん
● 受講料　500 円（１回当たり）
● 募集人数　20 人

● 対　象　20 歳以上
● 日　程（木曜日開催　全４回）
　11 月２日、16 日、23 日、30 日
● 時　間　午後１時〜３時
● 講　師　山﨑　瑤子さん
● 受講料　500 円（１回あたり）
※ 別途材料費 1600 円（４回分）
● 募集人数　10 人

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

募
　
　
集

《
朝
コ
ー
ス
》

●

期
　
日
　
11
月
６
日
（
月
）
〜
29

日
（
水
）
の
月
・
水
曜
日
（
全
８
回
）

●

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

《
夜
コ
ー
ス
》

●

期
　
日
　
11
月
７
日
（
火
）
〜

　
12
月
５
日
（
火
）
の
火
・
金
曜

日
（
全
８
回
・
11
月
17
日
を
除
く
）

●

時
　
間
　
午
後
７
時
〜
８
時

●

場
　
所
　
立
花
公
民
館

《
共
通
事
項
》

●

参
加
料
　
１
０
０
０
円
（
ス
ポ
ー

　
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

●

募
集
人
数
　
各
コ
ー
ス
30
人

●

応
募
方
法
　
電
　
話

●

募
集
期
限
　
10
月
31
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
市
武
術
太
極

　
拳
連
盟
・
小
島

（
☎
０
９
０
‐

９
０
７
９
‐

６
０
７
７
）

●

募
集
訓
練
科
・
人
数

▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
15
人

▽
板
金
・
溶
接
施
工
科
　
15
人

▽
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
　
24
人

職
業
訓
練
受
講
生

（
６
カ
月
コ
ー
ス
）

《各講座の共通事項》
● 場　所　市民センター
● 募集期限　10 月 23 日（月）
※ 応募者多数の場合は抽選
● 申込・問合先　市民センター
（ 　 ☎㉒３９１１、　　㉒４９１１）

※ メールアドレス
　shimin-senta@city.imari.lg.jp

FAX

※
施
設
の
見
学
や
訓
練
体
験
な
ど

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す

●

期
　
間
　
12
月
１
日
（
金
）
〜

平
成
30
年
５
月
31
日
（
木
）

●

場
　
所

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

●

受
講
料
　
無
　
料

●

応
募
資
格

　
新
た
な
職
業
に
就
こ
う
と
す
る

人
で
、
受
講
意
欲
が
あ
り
、
公

共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講
指

示
ま
た
は
推
薦
を
受
け
た
人

●

募
集
期
間
　
10
月
３
日
（
火
）
〜

　
31
日
（
火
）

●

筆
記
試
験
・
面
接
日

　
11
月
８
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

●

日
　
時
　
11
月
８
日
（
水
）

●

場
　
所
　
佐
賀
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル

フ
ク
ラ
ブ
（
佐
賀
市
）

●

参
加
資
格
　
市
民
ま
た
は
市
内

　
事
業
所
勤
務
者

●

参
加
料
　
２
０
０
０
円
（
別
途
、

　
プ
レ
ー
代
が
必
要
）

●

募
集
期
限
　
10
月
31
日
（
火
）

●

応
募
・
問
合
先
　
有
限
会
社
チ
ャ

　
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
内
　
市
ゴ
ル
フ

協
会
事
務
局
（
☎
㉒
５
１
２
３
）

太

極

拳

教

室

参

加

者

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

参

加

者

キレイになりたい人のための 初心者向け

初めてでも簡単！ 誰でもできる

新しいこと、
　　　始めませんか

広告
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暮らしのチャンネル

10 月の巡回日
蔵書点検のため休館します

☆ 10 月 16 日（月）〜 23 日（月）

『命を愛する』
潮谷義子／述
一瀬文秀／著
西日本新聞社

２・９・30 日、16 〜 23 日（蔵書点検）

10 月の休館日

日 巡 回 場 所 時　間 日 巡 回 場 所 時　間

３日
・

17 日
・

31 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~ 10 日
・

24 日
（火）

る り こ う 苑 10:45~
JA 滝野出張所 11:30~ 楽 寿 園 14:50~
国 見 公 民 館 14:00~ ケアセンターくちいし 15:10~
山 口 病 院 14:15~

11 日
・

25 日
（水）

小石原公民館 11:00~
国見団地集会所 14:40~ 東 山 代 公 民 館 13:50~

４日
・

18 日
（水）

山 代 公 民 館 11:30~ 向 陽 園 14:00~
伊万里松浦病院 14:00~ 伊万里鍋島焼会館 14:30~
西 田 病 院 14:40~ 13 日

・
27 日
（金）

波多津公民館 11:30~

５日
・

19 日
（木）

西 光 苑 11:00~ JA 大 川 支 所 14:30~
ケアハウスいまり 11:30~ 13 日 大 川 公 民 館 14:00~
市民センター 14:15~ 27 日 ユ ー ト ピ ア 14:00~

６日
・

20 日
（金）

南波多公民館 11:20~ 12 日 ひ ま わ り 園 14:00~
田 代 公 民 館 11:30~ ※このほか保育園や小学校、

会社などを巡回しています。

※各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

※悪天候などの場合は、巡回
を中止することがあります。

原屋敷公民館 13:40~
JA 前平出張所 14:00~

６日 デ イ な が や ま 14:40~
20 日 グランパランいまり 14:40~

新刊案内

     『雨ふる本屋と
   うずまき天気』

日向理恵子／作
吉田尚令／絵

童心社

　
雨
の
日
の
図
書
館
に
あ
る
『
雨
ふ

る
本
屋
』
は
、
忘
れ
た
物
語
に
雨
の

滴
を
し
み
こ
ま
せ
、
本
と
し
て
並
べ

ま
す
。
図
書
館
で
怪
し
い
声
を
聞
い

た
ル
ウ
子
と
サ
ラ
。
静
か
に
し
ま
す

が
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
カ
タ
ツ
ム
リ
が
落

ち
、
二
人
は
光
を
目
印
に
本
棚
の
迷

路
を
走
る
の
で
す
。
秘
密
の
呪
文
は

『
雨
あ
め
　
降
れ
ふ
れ
　
雨
ふ
る
本

屋
』。
迷
路
を
抜
け
扉
を
開
く
と
き
、

雨
ふ
る
本
屋
の
向
こ
う
に
は
ど
ん
な

世
界
が
待
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　
２
０
０
０
年
か
ら
８
年
間
熊
本
県

知
事
を
務
め
た
潮
谷
義
子
さ
ん
が
、

自
身
の
半
生
を
つ
づ
っ
た
自
伝
で
す
。

佐
賀
市
出
身
で
、『
金
太
郎
』
と
呼
ば

れ
て
い
た
子
ど
も
時
代
か
ら
熊
本
県

知
事
に
至
る
ま
で
、
一
貫
し
て
い
た

の
は
「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
力

を
尽
く
す
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

知
事
時
代
、
水
俣
病
患
者
と
国
の
は

ざ
ま
で
苦
し
ん
だ
時
期
の
、
本
音
を

語
る
場
面
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。

資料の点検や書架の整理などを行うた

め、毎年１０月に蔵書点検を実施して

います。これは、行方不明になってい

る資料を捜したり、今よりも利用しや

すくするために資料の並べ方を変更し

たりするために必要なものです。なお、

期間中はシステムを停止するため、資

料の貸し出しや予約、貸出期間の延長、

資料に関する問い合わせなどには対応

できません。

☆期間中に図書や雑誌を返却したい場
合は、事務所横にある『本のポスト』
をご利用ください。

● 問合先　市民図書館（　 ☎㉓４６４６）
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暮らしのチャンネル

◇
３
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
29
年
７
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
10
月
26
日
（
木
）

※
絵
本
が
入
っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
パ
ッ
ク
を
贈
り
ま
す
。

◇
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
28
年
３
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
10
月
12
日
（
木
）

※
希
望
に
よ
り
フ
ッ
素
塗
布
を
行

い
ま
す
（
３
０
０
円
）。

◇
３
歳
８
か
月
児
健
康
診
査

▼
対
　
象
　
平
成
26
年
２
月
生
ま
れ

▼
期
　
日
　
10
月
19
日
（
木
）

※
い
ず
れ
も
、
受
付
時
間
は
午
後

１
時
〜
１
時
30
分
、
場
所
は
市

民
セ
ン
タ
ー
で
す
。

乳
幼
児
定
期
健
康
診
査

●

問
合
先
　
健
康
づ
く
り
課
（
　
☎
㉒
３
９
１
６
）

※
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、
正
午

か
ら
で
き
ま
す
。

※
母
子
健
康
手
帳
と
ア
ン
ケ
ー
ト

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
・
期
日

▽
平
成
29
年
３
月
生
ま
れ

10
月
11
日
（
水
）

▽
平
成
29
年
４
月
生
ま
れ

11
月
７
日
（
火
）

▼
受
付
時
間
　
午
後
１
時
〜
１
時

30
分
（
受
付
予
約
表
の
記
入
は
、

正
午
か
ら
）

▼
場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

▼
内
　
容
　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
、
身

体
計
測
、
育
児
相
談

◆期　日　10 月 16 日（月）
◆受付時間
　午前９時 30 分〜 11 時
◆内　容　身体計測、離乳食、む

し歯予防などの育児相談

◆日　時　10 月 13 日（金）
　午後３時〜４時 30 分

◆内　容　予防接種、スキンケ
ア、歯の健康、乳幼児揺さぶ
られ症候群について

※事前の申し込みが必要です。

◆日　時　10 月 10 日（火）
　午前９時 30 分〜午後３時

※予約が必要です。

◆日　時　10 月 10 日（火）
　午前９時〜正午、

午後１時〜３時
◆対　象　40 歳未満
◆内　容　臨床心理士による個
　別・訪問相談（１人１時間程度）
※予約が必要です。

※場所は、いずれも市民センター
です。

Ｂ

Ｃ

Ｇ

予

防

接

種

７

か

月

児

相

談

お

知

ら

せ

市
民
図
書
館

保
健
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市
民
相
談
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募
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　 市 民 健 康 相 談　

妊産婦・乳幼児相談

妊婦わくわくクラブ

ストレスケア相談
◇
肺
炎
球
菌

▼
対
　
象
　
平
成
30
年
３
月
末
現

在
、
65
・
70
・
75
・
80
・
85
・

90
・
95
・
１
０
０
歳

※
す
で
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）
を
接

種
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象
外

▼
料
　
金
　
３
０
０
０
円

▼
期
　
限

　
平
成
30
年
３
月
31
日
（
土
）

◇
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

▼
対
　
象
　
接
種
当
日
65
歳
以
上

▼
料
　
金
　
１
４
０
０
円

▼
期
　
限
　
12
月
31
日
（
日
）

◇
肺
炎
球
菌
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

共
通
事
項

▼
対
　
象
　
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
な

ど
の
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳

１
級
に
相
当
す
る
人

▼
実
施
医
療
機
関
　
下
　
表

65
歳
以
上
の
予
防
接
種

【 表中『 ○ 』は、『 月〜土 』 】　 　　 65 歳以上の予防接種実施医療機関 　　　　　　　 【要予約】
医療機関名 電話番号 肺炎球菌 インフルエンザ 医療機関名 電話番号 肺炎球菌 インフルエンザ

いちばんがせクリニック ㉕ 9938 ○ 産婦人科南ヶ丘クリニック ㉒ 1135 ○

一番ヶ瀬耳鼻咽喉科医院 ㉓ 3694 ○ 助廣医院 ㉔ 2023 ○ ○

いび整形外科 ⑳ 1265 ○ 鈴山内科小児科医院 ㉒ 7366 ○ 火・土

伊万里有田共立病院 ㊻ 2121 月〜金 11/1〜12/28 隅田病院 ㉓ 3167 ○ ○

伊万里松浦病院 ㉘ 3100 月〜金 ○ 立石医院 ㉘ 0007 ○ ○

内山産婦人科医院 ㉓ 3241 ○ たなか内科クリニック ㉒ 5800 ○ ○

大川野クリニック ⑳ 8060 月〜土
（火・土 : 午前のみ）

月〜土
（火・土 : 午前のみ） 夏秋医院 ㉓ 2032 金・土 金・土

岡村医院 ㉒ 2304 ○ ○ 西田病院 ㉘ 1111 ○ ○

小副川医院 ㉒ 4114 ○ ○ 浜田産婦人科クリニック ㉓ 8855 ○ ○

加茂医院 ㉓ 2014 ○ ○ 日高医院 ㉓ 5263 ○ ○

きたじま整形外科 ㉕ 9977 ○ 泌尿器科いまりクリニック ㉒ 9680 ○ ○

木本耳鼻咽喉科医院 ㉒ 3410 ○ 古川内科クリニック ㉑ 0730 ○ ○

口石病院 ㉓ 2504 ○ ○ 堀田病院 ㉓ 3224 ○ ○

ケンジンＳＰＡクリニック ㉒ 7771 ○ ○ 前田病院 ㉓ 5101 月〜金 月〜金

小島医院（波多津） ㉕ 0038 ○（午前のみ） 月〜土
（火・木・土:午前のみ） 水上医院 ㉘ 3714 ○ ○

小島医院（南波多） ㉔ 3131 ○ ○ 山口病院 ㉓ 5255 ○ ○

小島病院（黒川） ㉗ 2121 ○ ○ 山元記念病院 ㉓ 2166 ○ ○

休日・夜間急患医療センターでは、夜間小児診療をしています（月〜金曜日：午後８時〜10 時）。
電話でお子さんの様子を説明してから来所してください。（☎㉓９９１０） 262017.10広報伊万里



暮らしのチャンネル

10 月の市民相談10 月の行事

登記や道路、年金、福祉など、国などの役所の仕事についての苦情や

意見などはありませんか。市では、総務大臣が委嘱した行政相談委員

による相談（上記の行政相談）を実施しています。行政相談委員は、

行政の仕組み・手続きなどに関する相談を受け、助言や関係行政機関

への通知などを行います。相談は無料で、秘密は厳守します。気軽に

相談してください。
● 問合先　情報広報課市民サービス係（☎ ㉓２１３３）
　　　　　総務省佐賀行政相談センター（☎０９５２㉒２６５１）

10 月 16 日〜 22 日は行政相談週間です

● 2017 ピアノおさらい会

　８日（日）午後２時開演 

（☎ ㉒５４４７）

● リトルコンサート

　15 日（日）午後１時開演

（☎ 090-3463-0237）

● 佐賀県高等学校

　定時制・通信制生徒生活体験発表大会

　22 日（日）午前９時 30 分開会

（☎ 　３１３６）

● 伊万里農林高等学校

創立 100 周年記念式典

　７日（土）午後１時 30 分開会

（☎ ㉓４１３８）

● 子ども上映会〔のぼりがまのおへや〕

　15 日（日）午後２時 30 分

　『ぼくは王さま　たまごとめいたんてい

たまごがいっぱい　ほか』　　（55 分）

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

市民センター ☎㉒３９１１

相談窓口名 開設日 時　間 場　所 問合先

法律相談
※ 要予約

第２・４水曜日
（11 日・25 日）

午前10時〜
午後３時

市民相談室 情報広報課
市民サービ
ス係
㉓２１３３

司法書士相談
※ 要予約

第１木曜日
（５日）

午前10時〜
正午

公証人相談
※ 要予約

第３木曜日
（19 日）

午前10時〜
午後３時

人権相談 第１・３火曜日
（３日・17 日）

午前10時〜
正午

消費生活相談 月〜金曜日
※ 祝日は除く

午前10時〜
午後４時

※ 正午〜午後
１時を除く

行政相談 第３金曜日
（20 日）

午前９時〜
正午

不動産相談 第２木曜日
（12 日）

午前10時〜
午後３時

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※ 要予約

第２金・第４日
曜日

（13 日・22 日）

午前９時〜
午後４時 税務課 税務課

㉓２１５２

年金相談
※ 要予約 金曜日 午前９時30分〜

午後３時 30分 面接室

唐津年金事
務所
０９５５

５１６１

身障者相談 第４木曜日
（26 日）

午前10時〜
午後３時 面接室 福祉課社会

福祉係
㉓２１５６心の健康相談 月・火・木・金曜日

※ 祝日は除く
午前９時〜
午後３時 30分

福祉課社会
福祉係

女性相談
※ 面談は要予約

月・水・金曜日
※ 祝日は除く

午前 ９ 時〜
午後４時

相談電話番号 
㉒６７６３

72

炊飯器の保温時間は短く
新米のご飯が食卓に出てくる季節ですね。お米を炊くときに使うのが炊

飯器。ご飯を炊飯器で保温するのは、４時間までが目安です。４時間
以上保温するよりも、電子レンジで温め直す方がエネルギーが少なくて

済むからです。また、７〜８時間以上保温するなら、２回に分け
て炊いた方が省エネになりますし、炊きたてのご飯が食べられますよ。

● 問合先　
　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

■ 参考 : 資源エネルギー庁のホームページ
　 　　　http://www.enecho.meti.go.jp/

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

お

知

ら

せ

募

集

42
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第13回 夏休みピノキオ木工芸作品コンクール表彰

アイデアあふれる力作ぞろい

テーマ（ポスト）部門

フリー部門

井上 諒
まさ

哉
なり

 さん
( 大坪小６年 )

フェンダーやエンブレムを付
け、トランクが開くように工
夫しました。木を真っ直ぐに
切ることが難しかったです。

優 秀 賞最優秀賞

吉富 優
ゆう

斗
と

 さん
( 二里小３年 )

『ネコのお城』

石垣と屋根瓦を細かく作って
実物感が出るようにしました。
屋根の飾りを猫の耳のように
したところがポイントです。

『スポーツカー』

江向 珠
しゅ

莉
り

 さん
( 大川内小２年 )

釘を真っ直ぐに打つところが
難しかったです。松ぼっくりな
どで壁を飾り付け、金具を使っ
て扉が開くようにしました。

優 秀 賞最優秀賞

梶山 未
み

空
く

 さん
( 大川内小５年 )

くまの耳などに桜の木を使っ
たところがポイントです。他
にもいろんな種類の木を使っ
て飾り付けを工夫しました。 『森のいえのポスト』

作品を前に受賞者・家族・審査員な

どみんなで記念撮影

『くまのポスト』

子どもたちに夏休みを利用して木に親しんでもらおうと『夏休みピノキオ
木工芸作品コンクール』を開催し、８月 31 日に市役所で表彰式がありま
した。テーマ部門とフリー部門に合わせて 70 作品の応募があり、表彰式
で塚部芳和市長は「大人では思いつかないような発想で作られた作品ばか
り」と感心していました。

● 発行日／平成 29 年 10 月１日
● 発行編集／伊万里市情報広報課広報係　☎ (0955)23-4313（直通）　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町1355 番地1
● 伊万里市のホームページ　http://www.city.imari.saga.jp/　　● 印　刷／山口印刷株式会社

平成 29 年９月１日現在
● 人口　55,792 人　 （−     1）
　　男　26,859 人　 （−     8）
　　女　28,933 人　 （＋     7）
● 世帯　23,234 世帯（＋   16）

（　）は前月比

人の動き

編  

集  

室  

か  

ら
この冊子は、１部当たり約 35 円で作
成しています（人件費など間接経費は
含まれていません）。また、企業広告に
よる掲載料は、広報伊万里の作成費の
貴重な財源となっています。

　
編
集
作
業
の
息
抜
き
に
、『
中
洲

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
』に
行
き
ま
し
た
。
各
ス
テ
ー

ジ
で
の
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
、
路
上
で
繰
り

広
げ
ら
れ
る
無
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
楽
し
み
の
一
つ
。

今
年
も
い
ろ
ん
な
人
が
い
て
面
白
か
っ

た
で
す
。
そ
の
中
に
、ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
ギ
タ
ー
一
本
で
た
く
さ
ん
の
聴
衆
を

沸
か
せ
て
い
る
お
じ
さ
ん
が
い
ま
し
た
。

見
た
目
は
さ
え
な
い
の
で
す
が
、
後
ろ

の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
歌
う
著
名
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
尻
目
に
、
魅
惑
的
な
歌
と

ギ
タ
ー
で
周
囲
の
目
を
惹ひ

き
付
け
ま
す
。

「
す
ご
い
！
」。
そ
の
日
が
誕
生
日
だ
と

言
う
そ
の
お
じ
さ
ん
、
観
客
か
ら
の
差

し
入
れ
の
ビ
ー
ル
を
片
手
に
、「
み
ん
な

で
乾
杯
し
よ
う
か
。
北
朝
鮮
か
ら
ミ
サ

イ
ル
が
飛
ん
で
き
ま
せ
ん
よ
う
に
！
」。

ほ
ん
と
に
ね
。
こ
ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
こ
れ
か
ら
も
続
く
よ
う
、
日
本
が

ず
っ
と
平
和
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。（
忠
）
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